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１

　

同
交
会
（
昭
和
十
六
年
結
成
）
に
所
属

さ
れ
て
い
た
時
期
の
世
耕
弘
一
先
生
の
活

動
は
、
先
生
の
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
長

い
活
動
の
中
で
も
、
殊
に
刮
目
に
値
す
る

も
の
で
あ
る
と
想
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
意
外
に
も
そ
の
詳
細
は
従
来
正
確
に

把
握
出
来
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理

由
は
、
同
交
会
に
つ
い
て
の
実
証
的
な

学
術
研
究
が
従
来
少
な
く
１
、
更
に
言
え

ば
、
同
交
会
に
関
す
る
一
次
史
料
が
余
り

発
見
さ
れ
て
い
な
い
事
で
あ
る
。
こ
れ
自

体
が
、
三
思
に
値
す
る
極
め
て
深
刻
な
問

題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
扨
置
き
、
既
知
及

び
新
発
見
の
同
交
会
関
係
の
一
次
史
料
及

び
関
連
の
一
次
史
料
を
こ
こ
で
提
示
す
る

と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

① IPS D
oc. N

o. 2323: D
O

K
O

K
A

I, by 
SEK

O
, K

oichi --Source, H
A

T
O

Y
A

-
M

A
, Ichiro (G

H
Q

/SC
A

P R
ecords, 

International Prosecution Section; 
Entry N

o.329 N
um

erical Evidentiary 
D

ocum
ents A

ssem
bled as Evidence 

by the Prosecution for U
se before 

the IM
T

FE, 1945-47) 

国
立
国
会
図
書

館
請
求
記
号IPS-18 R315:0821-0352

（
史
料
の
表
記
は
、
基
本
的
に
は
国
立
国

会
図
書
館
の
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
）

② File #462: D
O

K
O

K
A

I, A
ccount 

of D
O

K
O

K
A

I (GH
Q

/SCA
P Records, 

International Prosecution Section 
Entry N

o. 319 N
um

erical Case Files 
Relating to Particular Incidents and 
Suspected W

ar Crim
inals, IPS, 1945-

47) 
国
立
国
会
図
書
館
請
求
記
号IPS-09 

R71:0821-0873

（
史
料
の
表
記
は
、
基
本

的
に
は
国
立
国
会
図
書
館
の
そ
れ
に
従
っ

て
い
る
）

③ File #462: D
O

K
O

K
A

I, M
EM

O
-

RA
N

D
U

M
, 9. A

PRIL 1947. (GH
Q

/
SC

A
P R

ecords, International Pro-
secution Section; E

ntry N
o. 319 

N
um

erical C
ase F

iles R
elating to 

Particular Incidents and Suspected 
W

ar Crim
inals, IPS, 1945-47)

国
立
国

会
図
書
館
請
求
記
号IPS-09 R71:0821-

0873

（
史
料
の
表
記
は
、
基
本
的
に
は
国

立
国
会
図
書
館
の
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
）

④
「
斎
藤
隆
夫
演
説
削
除
問
題
資
料　

３

月
７
日
本
会
議
に
お
け
る
賛
否
投
票
表
」

（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵「
大

木
操
関
係
文
書
」
分
類
番
号45-19

に
収

録
）

⑤
『
第
七
十
七
回
・
第
七
十
八
回
帝
國
議

會　

同
交
會
報
告
書
』（
編
輯
兼

発
行
人 

世
耕
弘
一

　

發
行
所 

同
交
會
事
務
所　

昭
和
十
七

年
三
月
一
日 

印
刷　

昭
和
十
七
年
三
月

三
日 

發
行
）
国
立
国
会
図
書
館
請
求
記

号14.3-134

２

　

①
・
②
・
③
は
連
合
国
最
高
司
令
官

総
司
令
部
国
際
検
察
局
文
書
（GH

Q
/

SCA
P Recods,International Prose-

cution Section

）
の
中
に
収
録
さ
れ
て

い
る
史
料
で
あ
り
、
現
在
は
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
国
立
公
文
書
館
（N

ational 
A

rchives Records A
dm

inistration

）

で
所
蔵
・
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

何
れ
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
さ
れ
た

も
の
が
、
我
国
の
国
立
国
会
図
書
館
で
所

蔵
・
保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
閲
覧
し

て
利
用
し
た
。

　

①
はD

O
K

O
K

A
I

（「
同
交
会
」）
と
い

う
表
題
の
「
国
際
検
察
局
文
書
第
二
三
二

三
号
」（IPS D

oc. N
o. 2323

）
で
、
鳩

山
一
郎
関
係
文
書
群
に
収
録
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
封
筒
及
び
そ
れ
に
収
納
さ
れ
て

い
た
十
五
枚
の
墨
書
さ
れ
た
文
書
（
写
真

１
は
そ
の
冒
頭
部
）
か
ら
成
る
も
の
で
あ

る
。
封
筒
の
表
に
は
「
同
交
會
之
記
」（
写

真
２
）、
裏
に
は
「
世
耕
」（
写
真
３
）
と

記
さ
れ
て
お
り
、
世
耕
弘
一
先
生
の
直
筆

と
判
断
さ
れ
る
。
内
容
的
に
は
細
部
の
点

で
今
後
検
討
を
要
す
る
点
は
幾
つ
か
あ
る

が
、
同
交
会
の
成
立
か
ら
解
消
ま
で
の
全

過
程
が
、
当
時
の
政
治
的
状
況
を
踏
ま
え

て
、
よ
く
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　
世
耕
弘
一
先
生
の
「
同
交
會
之
記
」
を
手
掛
り
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
隆
夫
議
員
除
名
問
題
の
実
証
的
考
察

　

近
畿
大
学
名
誉
教
授　

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦

A
 study of the expulsion of S

aito Takao from
 the N

ational D
iet based on prim

ary
sources w

ith exam
ination of   D

okokai no ki   by S
eko K

oichi as a clue 
P

rofessor Em
eritus of K

indai U
niversity, P

h.D
. Y

asuhiko A
R

A
K

I

写
真
１　
「
同
交
會
之
記
」
の
冒
頭
部
。
原
史
料
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
立
公
文
書
館
所
蔵
で
あ
り
、
こ
こ

で
は
我
国
の
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
を
利
用
し
た
。

“
”
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②
は
同
交
会
関
係
文
書
群
に
収
録
さ
れ

て
お
り
、
①
の
「
同
交
會
之
記
」
文
書

（N
o.2323

）
を
、「
参
考
文
書
」
と
し
て
、

A
ccount of D

O
K

O
K

A
I

（「
同
交
會
之

記
」）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
英
訳
し
て
タ

イ
プ
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
名
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
が
正
確
で
は
な
い
例

外
を
除
き
、
非
常
に
正
確
な
且
つ
達
意
の

翻
訳
で
あ
る
。

　

③
は
同
交
会
関
係
文
書
群
に
収
録
さ

れ
て
お
り
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
ー
シ
ュ

（RICH
A

RD
 LA

RSH

）
調
査
官
（
国

際
検
察
局
調
査
部
）
よ
り
サ
ッ
ト
ン

（SU
T

T
O

N

）
氏
へ
宛
て
た
「
同
交

会
」
の
事
項
に
つ
い
て
のM

EM
O

RA
N

-
D

U
M

（「
摘
要
」）
と
い
う
題
目
の
文
書

で
あ
り
、「
一
九
四
七
年
四
月
九
日
」
付

と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
十
七
年
四
月
実
施

の
第
二
十
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
所

謂
「
翼
賛
選
挙
」）
の
際
に
蒙
っ
た
甚
だ

し
い
妨
害
や
凄
ま
じ
い
弾
圧
等
に
つ
い

て
、
ラ
ー
シ
ュ
が
接
見
し
た
世
耕
弘
一
先

生
か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容
を
タ
イ
プ
印
刷

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

④
は
「
斎
藤
隆
夫
演
説
削
除
問
題
資

料　

３
月
７
日
本
会
議
に
お
け
る
賛
否

投
票
表
」
と
い
う
表
題
で
国
立
国
会
図
書

館
憲
政
資
料
室
所
蔵「
大
木
操
関
係
文
書
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
大

木
操
関
係
文
書
」
の
目
録
で
は
、「
斎
藤
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
に
よ
っ
て

は
「
斉
藤
」、「
齋
藤
」
等
が
使
わ
れ
て
お
り
、

本
論
で
は
引
用
・
掲
示
す
る
史
料
の
表
記

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
だ
が
、『
革

新
論
及
革
新
運
動
を
戒
む
』（
日
本
評
論
社

　

昭
和
九
年
）
で
は
「
齋
藤
隆
夫
著
」
と

な
っ
て
お
り
、『
官
報　
昭
和
十
五
年
三
月
八
日

第
三
千
九
百
五
十
號

』２
掲

載
記
事
の「
議
員
退
職
」で
も「
齋
藤
隆
夫
」

と
な
っ
て
い
る
事
等
か
ら
、
本
論
の
本
文

で
は
「
齋
藤
」
を
使
う
事
に
す
る
。
④
の

史
料
は
、
第
七
五
回
帝
国
議
会
衆
議
院
本

会
議
で
昭
和
十
五
年
三
月
七
日
に
齋
藤
隆

夫
議
員
除
名
決
議
が
為
さ
れ
た
際
の
衆
議

院
書
記
官
長
大
木
操
（
一
八
九
一

－

一
九

八
一
）
に
よ
る
メ
モ
三
枚
と
「
投
票
者
氏

名
表
」（
手
書
き
書
き
込
み
有
）
二
枚
で

あ
る
。

　

⑤
は
同
交
会
の
第
七
十
七
回
及
び
第
七

十
八
回
「
帝
國
議
会
」
の
報
告
書
で
あ
り
、

そ
こ
で
可
決
さ
れ
た
法
案
の
内
容
及
び
同

交
会
の
対
応
が
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
刮
目
す
べ
き
は
奥
付
で
あ
り
、「
編
輯
兼

発
行
人 

世
耕
弘
一
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
簡
単
な

編
輯
後
記
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
出

す
事
が
出
来
た
点
で
あ
る
。

　

以
上
、
①
か
ら
⑤
ま
で
の
史
料
内
容
を

簡
単
に
述
べ
た
訳
で
あ
る
が
、
①
は
世
耕

弘
一
先
生
の
直
筆
の
史
料
で
あ
る
事
か
ら

も
、
看
過
出
来
な
い
重
要
性
を
持
つ
の
が

明
白
で
あ
る
か
ら
、
次
に
こ
の
史
料
に

つ
い
て
「
史
料
批
判
」（Q

uellenkritik

）

の
史
学
理
論
で
以
て
考
察
を
進
め
る
事
に

し
た
い
。

　

だ
が
、
そ
の
前
に
論
究
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
、
回
想
世
耕
弘
一
編
纂
委

員
会
編
『
回
想
世
耕
弘
一
』（
回
想
世
耕

弘
一
刊
行
会　

昭
和
四
十
七
年
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
「
同
交
会
之
記
」（
昭
和
二

十
一
年
五
月
十
五
日
記
）
に
つ
い
て
で

あ
る
（
以
後
、『
回
想
世
耕
弘
一
』
所
収

「
同
交
会
之
記
」
と
略
称
す
る
）
。
こ
れ

は
『
回
想
世
耕
弘
一
』
掲
載
の
「
小
伝
」

に
、「
世
耕
が
み
ず
か
ら
書
い
た
備
忘
録
」

で
あ
る
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
事
か

ら
、
こ
れ
が
何
か
の
「
控
え
」
と
し
て
作

成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る

の
で
、
史
料
理
論
で
言
う
「
来
歴
批
判
」

（H
erkunftskritik

）
を
行
う
必
要
が
あ

る
。「
来
歴
批
判
」
が
不
十
分
で
あ
る
と
、

当
該
文
書
が
記
さ
れ
た
意
図
を
捉
え
損
な

う
恐
れ
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
り
、
延
い
て

は
そ
の
歴
史
的
意
義
を
認
識
出
来
な
い
事

に
成
り
兼
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
「
来
歴
批
判
」
の
詳
し
い
過
程
は
割
愛

し
、
そ
の
結
果
だ
け
を
簡
潔
に
提
示
す
る

な
ら
ば
、
解
明
出
来
た
本
史
料
の
来
歴
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　

昭
和
二
一
年
四
月
十
日
の
第
二
二
回
衆

写
真
２　
「
同
交
會
之
記
」
が
封
入
さ
れ
て
い
る
封
筒
の
表
。
原
史
料
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
立
公
文
書
館

所
蔵
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
我
国
の
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
を
利
用
し
た
。

写
真
３　
「
同
交
會
之
記
」
が
封
入
さ
れ
て
い
る
封
筒
の
裏
。
原
史
料
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
立
公
文

書
館
所
蔵
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
我
国
の
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
を
利
用
し
た
。
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議
院
総
選
挙
で
日
本
自
由
党
が
第
一
党
と

な
り
、
同
党
総
裁
鳩
山
一
郎
（
一
八
八
三

－

一
九
五
九
）
が
首
相
に
選
出
さ
れ
る
と

思
わ
れ
て
い
た
五
月
四
日
に
、
連
合
国
最

高
司
令
官
総
司
令
部
は
日
本
政
府
に
対
し

て
鳩
山
を
議
員
及
び
公
職
か
ら
追
放
す
る

事
を
指
令
し
た
３
。
公
職
追
放
の
異
議
申

立
に
対
処
す
る
為
に
、
昭
和
二
二
年
三
月

一
日
の
「
勅
令
第
六
十
六
号　

公
職
資
格

訴
願
審
査
委
員
会
官
制
」
に
よ
り
、
同
年

三
月
三
日
に
「
公
職
資
格
訴
願
審
査
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
た
４
。
鳩
山
一
郎
が
公

職
追
放
異
議
申
立
を
し
た
際
に
、
提
出

し
た
昭
和
二
二
年
三
月
十
日
付
「
申
請

書
」（
内
閣
資
格
再
審
査
委
員
會
委
員
長

金
森
徳
次
郎
宛
）５
に
添
付
さ
れ
た
「
証

拠
物
（
写
）
第
Ｌ
号
「
同
交
會
記
」
昭
和

二
一
年
五
月
十
五
日
記
」６
な
る
史
料
を

見
出
す
事
が
出
来
た
。
原
稿
用
紙
五
枚
に

ペ
ン
書
き
で
、
世
耕
弘
一
先
生
の
筆
に
な

る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
表
題
が
『
回

想
世
耕
弘
一
』
所
収
「
同
交
会
之
記
」
と

一
文
字
異
な
り
「
同
交
會
記
」
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
内
容
・
文
言
が
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。
た
だ
一
点
異

な
る
の
は
、『
回
想
世
耕
弘
一
』
所
収
「
同

交
会
之
記
」
の
末
尾
で
は
「
当
時
、
同
交

会
に
属
し
た
議
員
は
左
記
の
三
十
六
名
で

あ
る
。
」
と
し
て
「
鳩
山
一
郎
」
も
挙
げ

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
同
交
會
記
」

の
末
尾
で
は
「
尚
別
紙
は
同
交
會
組
織
時

の
同
志
の
氏
名
な
り
」
と
し
て
「
昭
和
十

六
年
十
一
月
十
日
届
出　

三
十
五
名
」
の

氏
名
が
列
記
さ
れ
た
後
に
「
昭
和
十
六
年

十
一
月
十
四
日
鳩
山
一
郎
尾
崎
行
雄
両
君

入
會
届
出
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、『
回
想
世
耕
弘
一
』
所
収
「
同

交
会
之
記
」
の
来
歴
は
、
鳩
山
一
郎
の
公

職
追
放
解
除
申
請
書
類
の
「
証
拠
物
件
」

と
し
て
提
出
さ
れ
た
際
の
「
備
忘
録
」
で

あ
っ
た
事
が
闡
明
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

３

　

①
は
「
同
交
會
之
記
」
の
貴
重
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
史
料
の
印
影
な
の
で
あ
る

が
、
こ
の
①
の
文
書
が
執
筆
さ
れ
た
年

月
日
や
提
出
・
査
収
さ
れ
た
年
月
日
は

記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
分
か

ら
な
い
。「
同
交
会
に
関
す
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
論
文
の
執
筆
者
世
耕
弘
一
氏
（M

r.
SEK

O
,K

oichi

）」
と
い
う
文
言
か
ら
始

ま
る
③
の
史
料
の
日
付
が
「
１
９
４
７
年

４
月
９
日
」
と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、
①

は
昭
和
二
二
年
四
月
九
日
ま
で
に
提
出
・

査
収
さ
れ
た
も
の
と
、
判
断
さ
れ
る
。
①

は
、
既
述
の
如
く
、
国
際
検
察
局
が
採
録

し
た
鳩
山
一
郎
関
係
文
書
群
の
中
に
収
録

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
英
訳
で
あ
る
②
が
同

交
会
関
係
文
書
群
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い

る
事
か
ら
、
極
東
軍
事
裁
判
を
前
に
し
て

鳩
山
一
郎
や
同
交
会
に
関
す
る
資
料
と
し

て
国
際
検
察
局
に
提
出
・
査
収
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

①
は
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
一

次
史
料
で
あ
る
事
は
贅
言
を
要
し
な
い
。

と
は
言
え
、
一
気
呵
成
に
書
き
上
げ
ら
れ

た
故
に
か
、
表
現
の
揺
れ
や
意
味
が
取
り

に
く
い
箇
所
、
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
の

あ
る
箇
所
、
行
間
記
載
の
修
正
文
言
等
が

あ
る
が
、
敢
え
て
校
閲
せ
ず
に
、
出
来
る

だ
け
そ
の
ま
ま
に
、
次
に
翻
刻
す
る
事
に

す
る
。

　
　
　

同　

交　

會　

之　

記

抑
々
同
交
會
の
誕
生
は
、
當
時
軍
閥
官

僚
の
勢
ひ
暴
風
の
如
く
す
さ
ま
じ
く
吹
き

ま
く
る
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
日
、
議
會
に

席
を
有
せ
る
同
志
三
十
有
余
名
が
、
救

國
の
熱
意
に
起
つ
て
、
我
が
帝
國
議
會

に
交
渉
團
体
結
成
の
届
出
を
し
た
の
で

あ
つ
た
。

　
　
　
　

〇　

〇　

〇

回
顧
す
れ
ば
昭
和
十
五
年
二
月
三
日
時
の

米
内
内
閣
が
、
帝
國
議
會
に
於
て
總

理
大
臣
以
下
施
政
方
針
演
説
の
あ

と
を
う
け
て
、
當
時
民
政
党
を
代
表
し
て

斉
藤
隆
夫
君
が
國
務
大
臣
の
演

説
に
對
す
る
質
疑
あ
り
と
し
て
起
ち

質
問
演
説
中
、
そ
の
言
動
中
に

反
軍
的
言
辞
あ
り
と
し
て
軍
當
局
よ

り
演
説
終
了
後
ち
抗
議
あ
り
、
遂
に

議
會
の
内
外
に
、
斉
藤
君
の
議
員
た

る
こ
と
を
除
名
せ
よ
と
の
議
論
さ
か
ん
に
行

は
れ
る
に
至
れ
り
。

即
ち
該
問
題
を
中
心
に
賛
否
二
論

議
論
百
出
せ
り
、
當
時
民
政
党
は
何

故
に
か
斎
藤
君
を
積
極
的
に
援
護

行
動
に
出
で
す
遂
に
本
會
議
に
於
て

多
数
を
以
つ
て
同
君
は
懲
罰
委
員

會
に
附
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
即
ち
此

の
間
に
於
て
青
札
組
と
称
せ
る
六
十

余
名
の
有
志
代
議
士
か交

起々
つ
て
動×堂

々
我
か
憲
法
上
議
會
に
於
け
る
言
論

の
保
證
、
自
由
を
主
張
し
且
つ
斉
藤

君
の
処
論
は
一
般
国
民
の
輿
論
に
し
て敢
て

反
軍
的
論
議
と
し
て
断
す
べ
き
に
あ
ら
ざ

る
旨
を
説
き
極
力
反
對
運
動
を

な
し
、
若
し
夫
れ
如
斯
國
民
の
聲
を

議
場
に
於
て
反
軍
思
想
、
言
動
な
り
と

し
て
処
断
せ
ん
か
正
に
之
れ
帝
國
議
会

は
言
論
の
府
と
し
て
の
自
殺
な
り
と
の

理
由
の
下
に
極
力
軍
閥
加
担
者
の
反

省
を
求
め
た
る
も
遂
に
多
數
を
以
つ
て

本
會
議
或
は
委
員
會
に
於
て
正
論

は
破
ら
れ
、
三
月
七
日
に
至
り
斉
藤

君
は
同
志
の
健
闘
も
報
ひ
ら
れ
ず
議
員

除
名
の
断
を
下
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

〇　

〇　

〇

即
ち
斉
藤
問
題
を
中
心
に
禽
然

と
立
ち
た
る
同
志
中
直
後
更
に
結

束
を
強
化
し
進
ん
て
益
々
政
治
行
動
を

展
開
し
、
昭
和
十
六
年
二
月
二
十
二
日

第
二
次
近
衛
内
閣
か
大
政
翼
賛

會
を
組
織
し
之
れ
が
運
動
資
金
と

し
て
八
百
萬
円
を
議
會
に
提
出
せ
る

を
機
會
に
猛
烈
な
る
反
對
運
動

を
起
し
、
且
つ
之
れ
が
豫
算
の
内
容
と
更

に
大
政
翼
賛
會
の
本
質
に
つ
き
鋭

き
メ
ス
を
加
へ
激
し
く
之
れ
か
反
對
を

な
し
、
本
案
の
議
會
通
過
を
阻
止

せ
し
も
最
後
に
少
數
を
以
つ
て
否
決
さ

れ
た
り
。

併
し
少
數
に
て
破
れ
た
り
と
雖
も
同
志
の
闘

志
益
々
盛
ん
と
な
り
、
亦
此
の
結
果
に
よ
り

更
に
同
志
的
結
束
は
強
化
さ
れ
、
即
ち

全
同
志
の
発
意
に
依
り
昭
和
十
六
年

十
一
月
十
日
世
耕
弘
一
石
坂
豊
一

の
二
君
か
代
表
し
て
衆
議
院
に
至

り
大
木
書
記
官
長
に
會
見
の
上

同
交
會
の
名
称
の
も
と
に
交
渉
團
体
と

し
て
届
出
を
な
せ
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　

〇　

〇　

〇

東
條
内
閣
は
昭
和
十
六
年
十
月
出
現

せ
る
も
の
な
る
が
東
條
内
閣
出
現
に
及
び

益
々
民
権
の
壓
縮
強
行
さ
れ
た
り
。

然
る
に
同
交
會
同
志
は
此
の
暴
風

の
内
に
あ
っ
て
健
闘
を
續
け
、
東
條
内

閣
か
議
會
に
提
出
せ
る
戦
時
特
別
刑

法
或
は
言
論
出
●版

結
社
集
会
結
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こ
の
様
な
内
容
の
①

は
、
世
耕
弘
一
先
生
自

ら
に
よ
り
、
段
落
分
け
さ

れ
て
い
る
事
が
『
回
想
世

耕
弘
一
』
所
収
「
同
交
会

之
記
」
と
は
異
な
っ
て
い

る
点
と
し
て
、
先
ず
刮
目

さ
れ
る
。
最
初
の
七
行
は

前
文
と
も
言
う
べ
き
部
分

で
あ
る
。
三
五
行
か
ら
成

る
第
一
段
落
は
齋
藤
隆
夫

（
一
八
七
〇

－
一
九
四
九
）

の
所
謂
「
反
軍
演
説
」
と

そ
の
結
果
と
し
て
の
齋
藤

の
議
員
除
名
問
題
に
つ
い

て
で
あ
る
。
二
三
行
か
ら

成
る
第
二
段
落
は
第
二
次

近
衛
内
閣
が
第
七
六
回
議

会
に
提
出
し
た
大
政
翼
賛

会
予
算
を
含
ん
だ
次
年
度

予
算
案
の
対
す
る
反
対
活

動
か
ら
同
交
会
結
成
に
至

る
過
程
に
つ
い
て
で
あ
る
。

二
七
行
か
ら
成
る
第
三
段

落
は
昭
和
十
七
年
の
所
謂

「
翼
賛
選
挙
」
中
の
同
交

会
に
対
す
る
選
挙
干
渉
と

同
交
会
の
解
散
に
つ
い
て

で
あ
る
。
そ
の
次
の
十
一

行
は
「
帝
國
議
會
交
渉
團

体
」
と
し
て
の
届
出
時
の

同
交
会
の
三
十
五
名
か
ら

成
る
名
簿
で
あ
る
。
そ
し

て
、
最
後
の
七
行
は
「
附

記
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

文
字
数
は
、
数
え
方
に

も
よ
る
が
、
①
は
『
回
想
世
耕
弘
一
』
所

収
「
同
交
会
之
記
」
よ
り
も
約
百
文
字
程

多
く
、
内
容
上
で
細
部
に
於
て
①
が
『
回

想
世
耕
弘
一
』
所
収
「
同
交
会
之
記
」
と

可
成
り
異
な
る
事
に
因
る
の
で
あ
り
、
そ

の
差
異
が
目
立
つ
の
は
、
次
の
五
点
で
あ

る
。

　

①
の
第
二
段
落
の
十
七
行
目
の
「
同
志

的
結
束
」
が
強
化
さ
れ
た
と
い
件く

だ
りが
『
回

想
世
耕
弘
一
』
所
収
「
同
交
会
之
記
」
に

は
無
い
。

　

①
の
第
二
段
落
の
十
八

－

二
三
行
目
の

「
同
交
會
」
の
届
出
は
、『
回
想
世
耕
弘
一
』

所
収
「
同
交
会
之
記
」
で
は
東
條
内
閣
成

立
後
で
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

①
の
第
三
段
落
冒
頭
部
「
東
條
内
閣
は

昭
和
十
六
年
十
月
出
現
せ
る
も
の
な
る
が

東
條
内
閣
出
現
に
及
び
益
々
民
権
の
壓
縮

強
行
さ
れ
た
り
。
然
る
に
同
交
會
同
志
は

此
の
暴
風
の
内
に
あ
つ
て
健
闘
を
續
け
」

た
と
い
う
東
條
内
閣
の
「
民
権
壓
縮
」
と

そ
れ
に
対
す
る「
同
交
會
同
志
」の「
健
闘
」

に
つ
い
て
の
陳
述
が
、『
回
想
世
耕
弘
一
』

所
収
「
同
交
会
之
記
」
に
は
ご
く
簡
単
に

し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

東
條
内
閣
が
議
会
に
提
出
し
た
法
案
に

対
し
て
「
論
陣
」
を
張
っ
た
と
い
う
件く

だ
りの

後
に
、『
回
想
世
耕
弘
一
』
所
収
「
同
交

会
之
記
」
で
は
「
政
党
組
織
」
に
よ
る
「
同

志
糾
合
」
の
動
き
や
「
政
党
結
社
の
東
條

内
閣
の
性
格
上
不
能
の
状
態
」
に
つ
い
て

の
記
述
が
有
る
が
、
①
の
第
三
段
落
で
は

無
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
所
謂
「
翼
賛
選
挙
」
後
の

状
況
下
で
同
交
会
の
解
散
の
経
緯
が
①
で

は
「
尚
東
條
内
閣
は
同
交
會
同
志
に
對
す

る
追
撃
急
な
る
に
よ
り
遂
に
亘
之
れ
か
解

散
を
余
儀
な
き
に
至
ら
し
め
各
自
の
自
由

行
動
に
す
る
こ
と
に
し
て
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
う
し
た
陳
述
が
『
回
想
世

耕
弘
一
』
所
収
「
同
交
会
之
記
」
で
は
欠

け
て
い
る
。

　

そ
の
外
に
、
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、

『
回
想
世
耕
弘
一
』
所
収
「
同
交
会
之
記
」

で
は
「
我
が
同
志
同
交
会
は
三
十
六
名
の

現
議
員
」、更
に
「
参
考
」
と
し
て
「
当
時
、

同
交
会
に
属
し
た
議
員
は
左
記
の
三
十
六

名
で
あ
る
。」
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
氏
名

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
①
の
第
三
段
落

で
は
、
所
謂
「
翼
賛
選
挙
」
に
於
け
る
同

交
会
「
同
志
議
員
三
十
五
名
」
と
さ
れ
、

末
尾
に
は
同
交
会
届
出
当
時
三
十
五
名
の

氏
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

の
両
者
の
議
員
数
の
差
異
は
、
鳩
山
一
郎

が『
回
想
世
耕
弘
一
』所
収「
同
交
会
之
記
」

で
は
、
同
交
会
に
属
し
た
議
員
「
三
十
六

名
」
の
中
の
末
尾
に
揚
げ
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
①
で
は
鳩
山
一
郎
の
名
は
後

の
参
加
者
と
し
て
、
届
出
時
に
は
挙
げ
ら

れ
て
い
な
い
事
に
有
る
の
で
あ
る
（
こ
れ

を
除
け
ば
、
両
者
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
議

員
の
氏
名
・
順
番
は
同
じ
で
あ
る
）
。
こ

の
点
は
特
に
注
目
す
べ
き
差
異
で
あ
り
、

『
回
想
世
耕
弘
一
』
所
収
「
同
交
会
之
記
」

及
び
①
の
夫
々
に
つ
い
て
「
来
歴
批
判
」

し
た
際
に
触
れ
た
如
く
、
前
者
が
鳩
山
一

郎
の
公
職
追
放
解
除
申
請
の
「
証
拠
物
」

と
し
て
執
筆
・
提
出
さ
れ
た
時
の
「
備
忘

録
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
が
国
際

検
察
局
へ
の
資
料
と
し
て
執
筆
・
提
出
さ

れ
た
事
に
も
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

更
に
、『
回
想
世
耕
弘
一
』
所
収
「
同

社
等
の
取
締
法
案
に
對
し
國自
由

民
権

を
ひ
つ
さ
げ
て
動
々
の
論
陣
を
張
れ
り
。

然
る
に
昭
和
十
七
年
四
月
東
條
内

閣
に
よ
る
衆
議
院
の
總
選
挙
施
行

せ
ら
れ
る
に
及
び
未
曽
有
の
大
干
渉

を
受
け
遂
に
同
志
議
員
三
十
五

名
中
總
選
挙
の
結
果
当
選
せ
る

者
、
鳩
山
一
郎 
尾
崎
行
雄 

北

昤
吉 

阪
東
幸
太
郎 
安
藤
正
純

芦
田
均 

川
崎
克 

田
中
亮
一

星
島
二
郎
の
九
名
が
憲
兵

警
察
官
僚
の
猛
烈
な
る
干
渉
網

を
ぬ
け
て
か
ら
う
じ
て
當
選
せ
る
も
の

な
り
。
以
上
の
如
き
状
況
の
下
に
總

選
挙
は
終
末
を
告
け
た
る
も
尚
東
條

内
閣
は
同
交
會
同
志
に
對
す
る
追
撃

急
な
る
に
よ
り
遂
に
亘
之
れ
か
解
散
を

余
儀
な
き
に
至
ら
し
め
各
自
の
自

由
行
動
に
す
る
こ
と
に
し
て
遂
に
同
交

は
五
月
末
十
四
日

解
散
す
る
に
至
れ
り
。

　

同
交
會
（
帝
國
議
會
交
渉
團
体
）
届
出

　
　

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
日
届
出
當
時
三
十
五
名
、

世
耕
弘
一　
　

石
坂
豊
一　
　

福
田
関
次
郎　

安
藤
正
純

大
石
倫
治　
　

田
川
大
吉
郎　

川
崎　

克　
　

岡
崎
久
次
郎

植
原
悦
二
郎　

工
藤
鐵
男　
　

鈴
木
文
次　
　

丸
山
弁
三
郎

名
川
侃
市　
　

片
山　

哲　
　

若
宮
貞
夫　
　

板
谷
順
助

岡
崎　

憲　
　

森
幸
太
郎　
　

北　

昤
吉　
　

宮
脇
長
吉

田
中
亮
一　
　

大
野
伴
睦　
　

原
口
初
太
郎　

林
譲
治

星
島
二
郎　
　

木
檜
三
四
郎　

坂
東
幸
太
郎　

牧
山
耕
蔵

百
瀬　

渡　
　

本
田
弥
市
郎　

一
松
定
吉　
　

松
木　

弘

松
尾
孝
之　
　

服
部
岩
吉　
　

芦
田　

均
。
以
上
三
十
五
名

　
　
　

附　

記

一
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
四
日
付
安
藤
正
純
並
ニ
川
崎
克

　
　

二
君
よ
り

　
　
　

鳩
山
一
郎 

尾
崎
行
雄
二
君
の
入
會
手
續

一
、
あ
り
、
尚
昭
和
十
七
年
三
月
廿
八
日
一
松
定
吉
よ
り

　
　
　
　
　

脱
會
届
あ
り

一
、
昭
和
十
七
年
五
月
十
四
日
同
交
會
解
散
ス



A Way of Life　−Seko Koichi− 

A Way of Life　−Seko Koichi− 

28号  令和２年（2020年）12月（19）
　
交
会
之
記
」
に
は
無
く
て
①
に
有
る
「
附

記
」
で
は
、
同
交
会
へ
の
追
加
「
入
會
」

者
（
鳩
山
一
郎
・
尾
崎
行
雄
の
名
が
あ
る
）、

脱
会
者
、
同
交
会
の
解
散
日
付
が
明
記
さ

れ
て
い
る
点
が
、
注
目
さ
れ
る
。

　

以
上
の
様
な
内
容
・
構
成
を
持
つ
①
の

「
同
交
會
之
記
」
の
第
一
段
落
は
、
齋
藤

隆
夫
の
所
謂
「
反
軍
演
説
」
と
そ
の
結
果

と
し
て
の
齋
藤
の
議
員
除
名
問
題
に
つ
い

て
で
あ
り
、
他
の
段
落
に
比
し
て
行
数
も

多
い
事
か
ら
、
こ
の
問
題
が
同
交
会
の
起

点
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
事
が
看
取

出
来
る
。

４

　

周
知
の
如
く
、
第
七
五
回
議
会
の
衆
議

院
本
会
議
に
於
い
て
昭
和
十
五
年
二
月
二

日
に
立
憲
民
政
党
（
以
後
、
民
政
党
と
略

称
す
る
）
を
代
表
し
て
齋
藤
隆
夫
議
員
が

行
っ
た
質
問
演
説
（
所
謂
「
反
軍
演
説
」）

に
対
し
て
、
政
府
や
陸
軍
の
強
い
反
発
、

親
軍
的
な
、
即
ち
「
軍
閥
加
担
者
」
的
性

格
の
諸
会
派
か
ら
の
批
判
が
生
じ
、
名
状

し
難
い
程
に
非
常
に
複
雑
な
過
程
を
経

て
、
最
終
的
に
同
年
三
月
七
日
に
衆
議
院

本
会
議
で
齋
藤
隆
夫
の
議
員
除
名
決
議
が

為
さ
れ
た
。
本
年
（
令
和
二
年
）
か
ら
数

え
て
丁
度
八
十
年
前
に
勃
発
し
た
、
憲
政

史
に
名
立
た
る
こ
の
出
来
事
に
関
し
て
は

齋
藤
自
身
に
焦
点
を
絞
っ
て
詳
し
く
考
察

し
た
も
の
は
存
在
す
る
７
が
、
当
時
の
政

府
や
軍
部
の
具
体
的
な
動
き
や
諸
会
派
の

夫
々
の
具
体
的
な
動
き
を
一
次
史
料
に
立

脚
し
て
考
察
し
て
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

上
で
、
全
体
的
流
れ
を
総
合
的
に
且
つ
詳

細
に
検
討
し
た
学
術
的
研
究
は
十
分
に
は

行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

既
述
の
如
く
、
①
の
「
同
交
會
之
記
」

で
は
、
齋
藤
の
議
員
除
名
問
題
が
同
交
会

の
起
点
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
判

断
さ
れ
る
事
か
ら
、
①
の
第
一
段
落
の
陳

述
を
手
掛
り
に
し
て
、
当
該
出
来
事
の
展

開
過
程
、
そ
こ
に
於
け
る
世
耕
弘
一
先
生

が
属
し
た
立
憲
政
友
会
久
原
派
（
政
友
会

正
統
派
と
も
称
さ
れ
る
が
、
史
料
④
で
政

友
会
久
原
派
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

本
論
で
は
便
宜
上
こ
れ
に
従
っ
て
お
く
）

や
他
の
諸
会
派
の
動
き
等
を
、
昭
和
十
五

年
二
月
二
日
か
ら
同
年
三
月
七
日
迄
の
当

該
出
来
事
に
関
す
る
膨
大
な
数
の
新
聞
記

事
、
こ
の
期
間
の
「
衆
議
院
懲
罰
委
員
會

議
錄
」、「
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
及
び
『
斎

藤
隆
夫
日
記
』
等
に
依
拠
し
て
、
以
後
瞥

見
し
た
い
。
当
該
出
来
事
は
有
名
な
割
に

は
、
詳
細
な
具
体
的
な
過
程
を
総
合
的
に

考
察
し
た
実
証
的
研
究
は
従
来
十
分
に
は

行
わ
れ
て
い
な
い
事
か
ら
も
、
そ
れ
は
蓋

し
有
意
義
で
あ
ろ
う
。

　

①
の
「
同
交
會
之
記
」
第
一
段
落
第
一

節
で
は
、第
七
五
回
帝
国
議
会
に
於
て「
總

理
大
臣
以
下
施
政
方
針
演
説
の
あ
と
」、

「
民
政
党
を
代
表
」
し
た
「
斉
藤
隆
夫
君
」

の
「
質
問
演
説
中
」
に
「
反
軍
的
言
辞
あ

り
と
し
て
軍
當
局
よ
り
演
説
終
了
後
ち
抗

議
あ
り
、
遂
に
議
會
の
内
外
に
、
斉
藤
君

の
議
員
た
る
こ
と
を
除
名
せ
よ
と
の
議
論

さ
か
ん
に
行
は
れ
る
に
至
れ
り
。」
と
簡

明
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
を
、
一
次
史
料

や
当
時
の
新
聞
記
事
等
に
依
拠
し
て
、
詳

し
く
見
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

昭
和
十
五
年
二
月
三
日
付
『
京東

朝
日
新

聞
』
朝
刊
８
掲
載
記
事
に
よ
れ
ば
、
同
月

二
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
於
け
る
民
政
党

齋
藤
隆
夫
に
よ
る
質
問
演
説
の
「
聖
戦
の

目
的
」を
批
判
し
た
部
分
を
、「
陸
軍
當
局
」

は
看
過
出
来
ず
、「
演
説
の
内
容
そ
の
も

の
」
が
「
聖
戦
の
目
的
」
を
侮
辱
し
十
万

の
「
英
霊
」
を
冒
涜
す
る
と
し
て
、
同
二

日
夕
刻
に
「
陸
軍
政
務
官
」
を
通
じ
て
齋

藤
隆
夫
及
び
民
政
党
首
脳
部
に
取
り
消
し

を
要
求
し
た
が
、
陸
軍
部
内
で
は
取
り
消

し
だ
け
で
は
解
決
に
な
ら
な
い
と
の
見
解

も
強
く
な
り
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
様
子

を
呈
し
た
。
齋
藤
演
説
の「
聖
戦
の
目
的
」

を
批
判
し
た
と
さ
れ
た
部
分
と
は
、
次
の

如
く
で
あ
る
９
。

　
（
前
略
）
此
ノ
現
實
ヲ
無
視
シ
テ
、
唯

徒
ニ
聖
戰
ノ
美
名
ニ
隱
レ
テ
、
國
民
的

犠
牲
ヲ
閑
却
シ
、
曰
ク
國
際
正
義
、
曰

ク
道
義
外
交
、
曰
ク
共
存
共
榮
、
曰
ク

世
界
ノ
平
和
、
斯
ノ
如
キ
雲
ヲ
摑
ム
ヤ

ウ
ナ
文
字
ヲ
列
ベ
立
テ
テ
、
サ
ウ
シ
テ

千
載
一
遇
ノ
機
會
ヲ

シ
、
國
家
百
年

ノ
大
計
ヲ
誤
ル
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ

シ
タ
ナ
ラ
バ
‥
‥
（
中
略
）、
現
在
ノ

政
治
家
ハ
死
シ
テ
モ
其
ノ
罪
ヲ
滅
ボ
ス

コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
（
後
略
）

　

民
政
党
首
脳
部
は
同
二
日
に
齋
藤
の
承

認
も
得
て
、
演
説
の
問
題
と
さ
れ
る
部
分

を
含
む
後
半
全
部
を
議
事
録
か
ら
削
除
す

る
事
に
決
し
て

10

、そ
れ
を
小
山
松
壽
（
一

八
七
六

－

一
九
五
九
）
衆
議
院
議
長
に
伝

え
た
と
こ
ろ
、
小
山
は
既
に
議
長
職
権
に

よ
っ
て
当
該
部
分
を
含
む
後
半
全
部
を
削

除
し
て
い
た

11

。
そ
し
て
、
同
党
首
脳
部

は
善
後
策
を
協
議
し
た
後
に
、「
他
會
各

派
」
の
諒
解
を
求
め
て
猛
運
動
を
開
始
し

た
12

。

　

こ
の
時
点
で
は
立
憲
政
友
会
久
原
派

（
以
後
、
原
則
的
に
は
久
原
派
と
略
称
）
も

立
憲
政
友
会
中
島
派
（
以
後
、
原
則
的
に

は
中
島
派
と
略
称
）
も
問
題
が
院
内
の
発

言
で
あ
る
だ
け
に
重
大
視
し
、
慎
重
に
取

り
扱
う
と
い
う
意
見
で
一
致
し
て
い
た
が
、

身
分
上
の
処
分
問
題
で
は
強
硬
論
が
強

か
っ
た
。
小
会
派
の
時
局
同
志
会
や
社
会

大
衆
党
は
声
明
で
強
硬
論
を
打
ち
出
し
た
。

ま
た
、
政
府
は
齋
藤
の
「
失
言
」
を
不
穏

当
と
し
て
い
た
が
、
議
員
の
院
内
で
の
言

論
に
は
政
府
に
取
り
消
し
の
権
限
が
な
い

の
で
、
静
観
の
態
度
を
保
っ
て
い
た

13
。

　

①
の
「
同
交
會
之
記
」
第
一
段
落
第
二

節
で
は
、「
當
時
民
政
党
は
何
故
に
か
斎

藤
君
を
積
極
的
に
援
護
行
動
に
出
で
す
」、

「
同
君
は
懲
罰
委
員
會
に
附
せ
ら
れ
た
る

も
の
な
り
」
と
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
、
当
時
の
新
聞
記
事
等
に
依
拠
し
て
詳

し
く
見
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

齋
藤
隆
夫
は
、
二
月
三
日
朝
に
来
訪

し
た
民
政
党
幹
部
（
小
泉
又
次
郎
及
び

俵
孫
一
）
か
ら
離
党
を
要
請
さ
れ
た
事

も
あ
り

14

、
同
日
に
民
政
党
を
離
党
す

る
手
続
き
を
行
っ
た

15

。
同
日
に
は
齋

藤
の
「
失
言
問
題
」
で
「
各
派
交
渉
會
」

が
幾
度
も
開
催
さ
れ
、
他
方
で
民
政
党
内

で
は
対
応
策
を
繞
っ
て
混
乱
し
て
い
く
。

齋
藤
の
離
党
等
で
局
面
収
拾
を
図
っ
た

が
、
状
況
が
急
迫
し
た
の
で
、
同
党
は
小

山
議
長
と
打
ち
合
わ
せ
議
長
職
権
で
懲
罰

に
付
す
事
に
決
し
、
議
長
が
各
派
に
諮
っ

て
一
応
決
定
し
た
。
し
か
し
、
民
政
党
内

で
反
対
が
起
こ
り
、
議
長
は
右
記
の
決
定
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破
棄
を
各
派
に
通
告
し
た
と
こ
ろ
、「
軍

閥
加
担
者
」
的
性
格
の
中
島
派
・
社
会
大

衆
党
・
時
局
同
志
会
は
「
議
長
不
信
任
案

提
出
」
の
動
き
を
示
し
た
。
そ
こ
で
、
民

政
党
は
漸
く
党
内
を
纏
め
議
長
と
再
交
渉

し
て
、「
議
長
職
権
」
で
「
懲
罰
犯
」
と

す
る
事
に
確
定
し
た
が
、
そ
の
為
に
衆
議

院
本
会
議
は
「
夜
九
時
漸
く
開
會
」
の
仕

儀
と
な
っ
た
。
小
山
衆
議
院
議
長
は
開
会

を
宣
し
た
後
、
齋
藤
演
説
の
「
時
局
關
係

の
記
事
差
止
事
項
」
に
当
た
る
速
記
録
の

部
分
を
議
長
職
権
で
「
削
除
」
し
た
事
を

述
べ
た
。
更
に
、
齋
藤
演
説
は
「
時
局
に

鑑
み
」「
甚
だ
遺
憾
」
で
あ
り
、「
刻
下
の

情
勢
上
そ
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
重
大
な
る

も
の
」
が
あ
る
の
で
、
議
長
職
権
で
「
審

査
の
た
め
齋
藤
君
を
懲
罰
委
員
に
付
し
ま

す
」
と
宣
告
し
た

16

。
次
に
、
総
理
大

臣
米
内
光
政
（
一
八
八
〇

－

一
九
四
八
）、

陸
軍
大
臣
畑
俊
六
（
一
八
七
九

－

一
九
六

二
）、
海
軍
大
臣
吉
田
善
吾
（
一
八
八
五

－

一
九
六
六
）
が
夫
々
「
聖
戦
の
目
的
」

に
つ
い
て
改
め
て
声
明
を
発
し
た
が
、
特

に
畑
陸
軍
大
臣
は「
事
変
の
目
的
」が「
東

亜
の
新
秩
序
」
の
確
立
と
「
八
紘
一
宇
」

の
理
想
の
実
現
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
聖

戦
」と
さ
れ
る
所
以
で
あ
り
、「
侵
略
戦
争
」

で
は
な
い
と
し
て

17
、
斎
藤
演
説
に
対
す

る
全
面
的
反
駁
を
為
し
た
。

　

同
日
に
「
軍
閥
加
担
者
」
的
性
格
の
中

島
派
は
齋
藤
を
断
固
厳
罰
に
処
す
事
を
正

式
の
態
度
と
し
て
決
定
し
た
。
懲
罰
委
員

長
の
中
井
一
夫
（
一
八
八
九

－

一
九
九

一
）が
所
属
す
る
久
原
派
は
、「
法
的
根
拠
」

を
「
更
に
慎
重
に
研
究
し
た
る
後
態
度
を

決
す
る
事
と
な
つ
た
」18
。

５

　

第
七
五
回
帝
国
議
会
の
衆
議
院
懲
罰
委

員
会
は
十
三
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昭
和

十
四
年
十
二
月
二
七
日
の
第
一
回
は
「
委

員
長
及
理
事
互
選
」、
昭
和
十
五
年
二
月

五
日
の
第
二
回
は
「
委
員
長
補
闕
選
挙
」

で
あ
り
、
同
年
二
月
六
日
の
第
三
回
か
ら

三
月
六
日
の
第
十
三
回
ま
で
（
い
ず
れ
も

「
秘
密
會
」）
は
「
議
員
齋
藤
隆
夫
君
懲
罰

事
犯
ノ
件
」
と
な
っ
て
い
る

19
。

　

二
月
九
日
に
第
四
回
の
懲
罰
委
員
会
が

開
催
さ
れ
た
直
後
に
は
、
民
政
党
は
「
穏

便
な
る
措
置
に
よ
つ
て
解
決
を
希
望
し
」、

久
原
派
は
「
大
勢
穏
便
論
に
傾
い
て
」
お

り
、
時
局
同
志
会
は
「
強
硬
に
除
名
論
を

唱
へ
」、
そ
の
間
で
中
島
派
は
「
比
較
的

強
硬
論
が
強
く
」、
社
会
大
衆
党
は
「
両

論
拮
抗
の
形
」
で
あ
っ
た

20

。

　

二
月
十
三
日
に
第
六
回
の
懲
罰
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
頃
に
は
、
状
況
は
次
の
如

く
で
あ
っ
た
。「
軍
部
並
に
政
府
側
の
態

度
は
飽
く
ま
で
強
硬
」
で
、
そ
れ
が
閣
内

の
民
政
党
四
閣
僚
や
政
務
官
か
ら
民
政
党

幹
部
に
伝
え
ら
れ
、
中
島
派
や
時
局
同
志

会
は
増
々
強
硬
に
、
最
初
穏
健
論
で
あ
っ

た
久
原
派
も
幹
部
の
意
見
は
漸
次
除
名
論

に
帰
一
し
、
民
政
党
も
政
友
会
両
派
が
同

一
歩
調
で
は
、「
除
名
に
よ
る
外
解
決
の

道
は
あ
る
ま
い
と
観
念
し
出
す
に
至
り
」、

社
会
大
衆
党
で
も「
除
名
論
」が
強
く
な
っ

て
来
た
。「
除
名
は
今
や
衆
議
院
の
大
勢

を
支
配
す
る
に
至
つ
た
」21
。

　

既
述
の
様
な
状
況
下
で
、
二
月
二
十

四
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回
の
懲
罰

委
員
会
に
齋
藤
隆
夫
が
喚
問
さ
れ
た
。

「
第
七
十
五
回
帝
國
議
會

衆 　
　
　

議　
　

 　

院 

懲
罰
委
員
會
議
錄（
速
記
）

第
九
回
」22
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
く
な
っ

て
い
る
。

　
「
秘
密
會
」
だ
っ
た
為
に
、
具
体
的
且

つ
正
確
な
内
容
は
容
易
に
は
知
る
事
は
出

来
な
い
。
だ
が
、『
斎
藤
隆
夫
日
記
』
昭

和
十
五
年
二
月
二
十
四
日
の
件

く
だ
り23

で
は
、

饒
舌
と
謂
え
る
程
に
、
次
の
様
に
記
さ
れ
、

齋
藤
独
自
の
言
葉
使
い
も
見
ら
れ
る
が
、

時
間
等
も
右
掲
の
史
料
に
比
し
て
も
概
ね

正
確
で
あ
り
、
懲
罰
委
員
会
で
の
遣
り
取

り
や
様
子
が
あ
る
程
度
よ
く
分
か
る
。

　
　

二
月
二
十
四
日

　

本
日
の
懲
罰
委
員
会
に
出
席
す
。
午
前

十
一
時
私
服
刑
事
一
名
と
同
乗
登
院

す
。
玄
関
よ
り
多
数
の
写
真
班
に
打
た

る
。
直
に
議
長
応
接
室
、
次
に
書
記
官

室
に
移
り
中
井
委
員
長
と
会
見
。
議
長

の
懲
罰
理
由
及
中
島
派
よ
り
の
七
項
目

を
示
さ
る
。
初
め
て
純
無
所
属
室
に

入
る
。
食
堂
に
趣
き
、
一
時
十
分
前

委
員
室
に
入
る
。
一
時
過
開

会
。
委
員
外
傍
聴
議
員
満
場
。

委
員
長
の
報
告
に
次
ぎ
、
予

は
立
つ
て
質
問
演
説
に
為
す

に
至
り
た
る
経
過
並
に
七
項

目
を
一
々
反
駁
し
、
更
に
提

出
者
の
説
明
を
求
む
。
上
田

幸
吉
氏
答
へ
ず
議
場
騒
然
た

り
。
数
名
委
員
よ
り
の
質
問

取
る
に
足
る
べ
き
も
の
な
し
。

三
時
過
散
会
。
委
員
会
は
予

の
全
勝
な
り
。
直
に
帰
宅
す
。

今
後
の
決
定
は
他
人
に
委
す
。

心
鏡
平
な
り
。

　

こ
こ
に
氏
名
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
上
田
幸
吉
（
一
八
八

六

－

一
九
五
二
）
は
中
島
派
所
属
の
衆

議
院
議
員
で
あ
り
、
こ
の
当
時
の
懲
罰

委
員
会
の
委
員
の
一
人
で
あ
る
。
齋
藤

隆
夫
は
、
そ
の
著
書
『
回
顧
七
十
年
』

に
於
て
も

24

、
こ
の
時
の
懲
罰
委
員
会

の
様
子
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
述
懐
し

て
い
る
。

　
（
前
略
）
午
後
一
時
開
会
、
劈
頭
私

は
起
っ
て
質
問
演
説
を
な
す
に
至
り

た
る
経
過
と
そ
の
内
容
の
一
般
を
述

べ
、
さ
ら
に
進
ん
で
政
友
会
中
島
派

よ
り
提
出
し
た
る
七
カ
条
の
懲
罰
理

由
を
逐
一
粉
砕
し
、
か
つ
逆
襲
的
反

問
を
投
じ
た
る
に
、
提
出
者
は
全
く

辟
易
し
て
一
言
こ
れ
に
答
う
る
こ
と

能
わ
ず
。（
中
略
）
委
員
室
に
溢
れ
た

　　
　
　
　
　

會　

議

　

昭
和
十
五
年
二
月
二
十
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時

　

八
分
開
議

　
　

出
席
委
員
左
ノ
如
シ

　
　
（
中
略
）

　
　

委
員
會
ノ
要
求
ニ
依
リ
出
席
シ
タ
ル
者
左
ノ
如

　
　

シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員　

齋
藤　

隆
夫
君

　

本
日
ノ
會
議
ニ
上
ガ
リ
タ
ル
事
件
左
ノ
如
シ

　
　
　
　

議
員
齋
藤
隆
夫
君
懲
罰
事
犯
ノ
件
（
議
長
宣

　
　
　
　

告
）

　
　
　
　
（
秘
密
會
）

　
　
　
　
　

午
後
三
時
二
十
五
分
散
會
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る
傍
聴
議
員
は
挙
っ
て
私
に
加
担
し

て
、
喧
々
囂
々
殺
気
立
つ
の
光
景
を
演

ず
る
に
至
り
、
委
員
会
は
私
の
大
勝
に

帰
し
、
三
時
前
に
散
会
し
た
。（
後
略
）

　

こ
こ
に
言
う
「
提
出
者
」
と
は
前
掲
の

『
斎
藤
隆
夫
日
記
』
昭
和
十
五
年
二
月
二

十
四
日
の
件く

だ
りに
出
て
来
る
上
田
幸
吉
で
あ

り
、
同
じ
く
「
七
カ
条
の
懲
罰
理
由
」
と

は
「
七
項
目
」
の
事
で
あ
る
。
同
日
の
懲

罰
委
員
会
に
於
い
て
齋
藤
自
ら
が
言
う
が

如
く
、
彼
の
一
方
的
な
「
全
勝
」
或
い

は
「
大
勝
」
で
あ
る
か
は
扨
置
き
、
そ
の

結
果
、
民
政
党
や
久
原
派
内
の
「
除
名
反

對
論
者
」
は
「
大
い
に
活
氣
づ
き
」、
中

島
派
や
時
局
同
志
会
は
傍
聴
議
員
に
よ
る

議
事
妨
害
が
有
り
、「
大
勢
は
覆
ら
な
い
」

と
反
発
し
た

25
。
そ
し
て
、「
軍
閥
加
担
者
」

的
性
格
の
中
島
派
や
時
局
同
志
会
と
し
て

は
、
民
政
党
内
で
「
除
名
、
非
除
名
で
内

紛
が
昂
じ
」「
統
制
が
亂
れ
る
や
う
な
状

態
」は「
思
ふ
壷
」で
あ
り
、そ
こ
に
は「
軍

の
壓
力
を
背
景
に
こ
の
問
題
を
き
つ
か
け

と
し
て
民
政
黨
の
分
裂
を
策
せ
ん
と
す
る

謀
略
も
秘
め
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
見
ら
れ
て

い
た

26
。

　

①
の
「
同
交
會
之
記
」
第
一
段
落
第
二

節
で
の
表
現
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、「
我

か
憲
法
上
議
會
に
於
け
る
言
論
の
保
證
、

自
由
を
主
張
し
且
つ
斉
藤
君
の
処
論
は
一

般
国
民
の
輿
論
に
し
て
敢
て
反
軍
的
論
議

と
し
て
断
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
旨
を
説
き

極
力
反
對
運
動
」
を
展
開
す
る
「
除
名
反

対
論
者
」
と
「
軍
閥
加
担
者
」
で
あ
る
「
除

名
論
者
」
と
の
対
立
に
関
し
て
、
二
月
二

七
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
朝
刊

27

は
触
れ

て
、こ
の
「
対
立
の
事
態
」
に
対
し
て
「
政

府
、
軍
部
共
に
ま
す
く
巖
重
な
警
戒
を

加
へ
て
」
お
り
、「
軍
部
の
態
度
」
は
「
ま

す
ま
す
強
硬
」
で
「
問
題
の
解
決
如
何
に

重
大
關
心
を
寄
せ
て
ゐ
る
」
が
、「
政
府

と
し
て
は
衆
議
院
の
反
省
を
求
め
る
手
段

に
出
る
外
な
い
と
の
見
解
を
持
し
て
」
お

り
、「
政
府
の
監
視
的
態
度
の
切
札
」
と

し
て
は
「
議
會
の
停
會
」
を
用
意
し
て
い

る
と
、
報
じ
て
い
る
。

　
『
回
顧
七
十
年
』28
に
よ
れ
ば
、
か
く
し

て
状
況
が
「
ほ
と
ん
ど
行
詰
打
っ
て
こ
れ

を
打
開
す
る
方
法
に
苦
し
ん
で
」、「
解
決

す
る
途
」
は
齋
藤
を
「
自
発
的
に
議
員
を

辞
せ
し
め
る
一
事
あ
る
の
み
」
と
て
、「
民

政
党
の
知
友
」
そ
の
他
か
ら
「
辞
職
の
勧

告
」
が
殺
到
し
た
が
、
齋
藤
は
「
私
の
演

説
は
一
言
一
句
た
り
と
も
世
の
非
難
を
受

け
る
べ
き
も
の
は
な
い
」
し
、「
辞
職
す

べ
き
何
ら
の
理
由
も
発
見
し
な
い
」
の
で
、

「
断
乎
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
勧
告
を

拒
絶
し
た
」
。

　
『
斎
藤
隆
夫
日
記
』
の
昭
和
十
五
年
二

月
末
か
ら
三
月
初
め
の
件く

だ
り
を
精
査
す
る

と
、
成
程
多
く
の
来
訪
者
名
が
記
さ
れ
て

は
い
る
が
、『
回
顧
七
十
年
』
の
右
記
の

部
分
の
陳
述
の
如
く
に
は
、
齋
藤
の
断
乎

拒
絶
が
一
貫
し
て
は
い
な
か
っ
た
事
が
分

か
る
。
具
体
的
に
は
、『
斎
藤
隆
夫
日
記
』

の
同
年
二
月
二
九
日
か
ら
三
月
三
日
迄
の

件
く
だ
り

29
に
は
、
次
の
如
く
陳
述
さ
れ
て
い

る
。

　
　

二
月
二
十
九
日

　

午
前
原
邦
造
氏
を
訪
問
す
。
自
決
の
勧

告
故
の
如
し
。
予
は
大
体
同
意
す
。
俵

孫
一
氏
来
訪
。
辞
意
を
述
べ
条
件
を
協

議
す
。
そ
の
他
来
訪
者
多
し
。（
後
略
）

　
　

三
月
一
日
。

　

午
前
原
邦
造
氏
を
訪
い
辞
職
の
事
を
話

す
。
終
日
在
宅
。（
中
略
）
議
会
に
於

る
釈
明
演
説
の
原
稿
を
起
草
す
。
但
馬

有
志
に
電
報
に
て
上
京
を
促
す
。
辞
職

断
念
の
意
動
く
。
夜
勝
田
永
吉
氏
来

訪
。
辞
職
断
念
の
内
意
を
通
ず
。
事
件

更
に
拡
大
せ
ん
。

　
　

三
月
二
日

　

早
朝
俵
孫
一
氏
来
訪
。
昨
夜
勝
田
氏
よ

り
事
情
聴
取
し
た
る
な
り
。
予
は
辞
意

な
き
こ
と
を
告
ぐ
。
同
氏
は
実
に
困
却

の
色
あ
り
。（
中
略
）
断
じ
て
辞
職
せ

ざ
る
こ
と
に
決
心
す
。
懲
罰
委
員
会
は

六
日
迄
延
期
す
。

　
　

三
月
三
日

　

終
日
在
宅
。（
中
略
）
民
政
党
側
の
運

動
益
々
猛
烈
と
な
る
。
何
れ
に
な
る
も

波
瀾
は
免
れ
ず
。
大
事
件
と
為
れ
り
。

朝
、
原
邦
造
氏
を
訪
ひ
翻
意
を
通
告
す
。

　
『
斎
藤
隆
夫
日
記
』
の
三
月
一
日
の
件

く
だ
り

に
依
拠
す
る
限
り
で
は
、
同
日
に
「
辞
職

の
事
を
話
す
」「
議
会
に
於
る
釈
明
演
説

の
原
稿
を
起
草
す
」
か
ら
「
辞
職
断
念
の

意
動
く
」「
辞
職
断
念
の
内
意
を
通
ず
」

に
決
定
的
転
換
を
遂
げ
た
事
が
明
白
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
の
理
由
が
分
か
る
決
定
的

一
次
史
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
出
せ
て

い
な
い
の
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ

う
。
尚
、
原
邦
造
（
一
八
八
三

－

一
九
五

八
）
は
実
業
家
で
、
齋
藤
の
支
持
者
で
あ

る
。
勝
田
永
吉（
一
八
八
八

－

一
九
四
六
）

は
民
政
党
所
属
の
衆
議
院
議
員
で
あ
る
。

　

三
月
二
日
付
『
讀
賣
新
聞
』
夕
刊

30

掲
載
記
事
に
よ
れ
ば
、
中
井
一
夫
懲
罰
委

員
長
が
「
正
式
に
懲
罰
委
員
會
の
議
事
日

程
變
更
を
考
慮
す
る
た
め
」
一
日
正
午
齋

藤
に
会
見
を
申
し
入
れ
る
と
、齋
藤
は「
電

話
を
以
て
正
式
に
懲
罰
判
決
の
延
期
を
申

出
て
」、
中
井
は
「
申
出
の
趣
旨
は
諒
承

し
た
か
ら
明
日
（
二
日
）
の
懲
罰
委
員
會

に
諮
つ
た
上
御
希
望
に
副
ふ
や
う
協
力
し

た
い
」
と
答
え
た
。
と
す
る
と
、
右
記
の

決
定
的
転
換
は
、
一
日
の
そ
れ
以
降
に

起
っ
た
事
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
第
十
二
回
懲
罰
委
員
会
は

三
月
二
日
午
後
一
時
四
五
分
開
催
さ
れ

た
が

31

、
民
政
党
・
久
原
派
は
採
決
延
期

を
主
張
し
、
中
島
派
・
時
局
同
志
会
・
第

一
倶
楽
部
は
こ
れ
に
反
対
し
て
纏
ら
ず
、

同
三
時
に
一
旦
休
憩
し
て
、
種
々
の
折
衝

の
結
果
、
中
井
委
員
長
が
齋
藤
よ
り
同
委

員
長
へ
の
電
話
で
一
日
に
「
申
出
た
件
は

そ
の
内
容
に
明
白
な
ら
ざ
る
點
が
あ
る
」

の
で
、「
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
來

る
六
日
ま
で
委
員
會
を
延
期
し
た
い
」
旨

を
宣
告
し
て
、「
全
會
一
致
採
決
延
期
」

に
同
意
す
る
事
に
決
定
し
、
委
員
会
の
討

論
採
決
は
六
日
ま
で
延
期
さ
れ
た
。

　

先
に
指
摘
し
た
如
き
齋
藤
の
態
度
の
決

定
的
転
換
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
理
由

は
一
次
史
料
に
拠
っ
て
解
明
出
来
な
い

が
、か
の
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（M

ax 
W

eber 1864

−1920

）
に
よ
る
「
社
会

的
行
為
」
の
「
主
観
的
動
機
」
の
「
理
解
」

と
い
う
卓
抜
な
理
論

32

を
援
用
す
る
な

ら
ば
、
暫
定
的
に
次
の
様
に
整
理
し
て
お

く
事
は
出
来
る
。

　

懲
罰
委
員
会
を
延
期
し
て
衆
議
院
本
会
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議
で
釈
明
演
説
を
し
た
上
で
齋
藤
が
自
発

的
議
員
辞
職
を
す
る
と
、「
私
の
演
説
は

一
言
一
句
た
り
と
も
世
の
非
難
を
受
け
る

べ
き
も
の
は
な
い
」
し
、「
辞
職
す
べ
き

何
ら
の
理
由
も
発
見
し
な
い
」
と
い
う
心

情
に
悖
る
事
に
な
る
。
他
方
、
自
発
的
議

員
辞
職
を
拒
否
し
て
議
員
除
名
処
分
を
受

け
る
と
、
節
を
貫
い
た
事
に
な
り
、
こ
の

心
情
に
悖
る
事
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

二
月
二
九
日
に
民
政
党
院
内
主
任
総
務

の
俵
孫
一
（
一
八
六
九

－

一
九
四
四
）
が

齋
藤
を
訪
問
し
た
事
及
び
そ
の
際
に
自
発

的
辞
職
の
「
条
件
」
が
述
べ
ら
れ
た
事
は

迅
速
に
報
道
さ
れ
て
い
っ
た
。
三
月
一

日
『
京東

朝
日
新
聞
』
朝
刊
及
び
夕
刊

33

掲

載
記
事
に
依
拠
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ

る
。
二
月
二
九
日
午
前
八
時
に
俵
が
「
友

人
」
と
し
て
齋
藤
を
訪
問
し
て
懇
談
し
た

際
に
、
齋
藤
は
「
自
分
の
発
言
」
が
「
議

會
並
に
黨
」
に
「
多
大
の
迷
惑
を
掛
け
た
」

事
を
遺
憾
と
し
、「
各
方
面
に
波
瀾
を
起

す
事
」
は
全
く
本
意
で
は
な
い
の
で
「
こ

の
際
大
乗
的
見
地
か
ら
議
員
と
し
て
の
進

退
に
つ
き
考
慮
す
る
」、
就
い
て
は
「
先

般
の
自
分
の
演
説
」
の
「
趣
旨
を
本
會
議

に
お
い
て
釋
明
諒
解
を
求
め
た
い
か
ら
然

る
べ
く
お
取
り
計
ら
ひ
を
願
ひ
た
い
」
と

述
べ
た
。
こ
れ
は
、
同
日
午
後
六
時
か
ら

開
催
さ
れ
た
民
政
党
の
「
院
内
外
主
任
總

務
と
黨
の
懲
罰
委
員
」
の
「
聯
合
會
」
で

俵
か
ら
報
告
さ
れ
、
そ
の
結
果
、「
黨
と

し
て
は
暫
く
態
度
決
定
を
留
保
し
て
そ
の

成
行
を
静
観
す
る
」
事
に
意
見
は
一
致
し

た
。

　
『
斎
藤
隆
夫
日
記
』
二
月
二
九
日
の
件
く
だ
り

に
、俵
以
外
に
も
「
そ
の
他
来
訪
者
多
し
」

と
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
内
ケ
崎
作
三

郎
（
一
八
七
七

－

一
九
四
七
）
民
政
党
幹

事
長
も
い
た
模
様
で
、
三
月
一
日
『
京東

朝

日
新
聞
』
夕
刊

34

掲
載
記
事
に
拠
れ
ば
、

二
月
二
九
日
午
後
六
時
半
に
内
ケ
崎
は
齋

藤
を
訪
問
し
て
種
々
懇
談
の
結
果
、「
議

員
辞
職
す
る
以
上
は
」、
上
京
す
る
「
選

挙
区
の
有
力
者
」
の
「
了
解
を
得
た
上
で
」、

齋
藤
は
「
本
會
議
に
お
い
て
釈
明
を
終
つ

て
か
ら
正
式
に
辞
表
を
提
出
す
る
意
向
の

や
う
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
内
ケ
崎
は
三
月
一

日
午
前
に
久
原
・
中
島
両
派
幹
事
長
と
会

見
し
て
、
齋
藤
の
辞
職
正
式
表
明
迄
、
党

議
決
定
の
延
期
と
懲
罰
委
員
会
の
延
期
に

諒
解
を
求
め
た

35
。
こ
の
両
点
に
関
し
て

各
会
派
で
は
意
見
が
分
か
れ
、
そ
れ
故
の

紛
糾
が
予
想
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。
民

政
党
で
は
、
一
日
午
後
に
議
員
総
会
が
開

催
さ
れ
、
齋
藤
の
正
式
意
思
表
明
迄
は
党

議
決
定
の
延
期
が
承
認
さ
れ
た
。
久
原
派

で
は
、
一
日
に
齋
藤
よ
り
中
井
委
員
長
に

議
員
辞
任
内
意
表
明
と
懲
罰
委
員
会
で
の

採
決
延
期
の
申
出
あ
り
と
の
事
で
、
常
時

顧
問
会
、
幹
部
と
懲
罰
委
員
の
連
合
会
、

代
議
士
会
の
開
催
の
結
果
、
齋
藤
希
望
の

本
会
議
で
の
釈
明
は
許
可
、
三
日
の
懲
罰

委
員
会
の
討
議
延
期
は
賛
成
、
そ
の
他
は

幹
事
長
に
一
任
と
意
見
一
致
し
、
こ
れ
を

党
の
態
度
と
決
定
し
た
。
他
方
、「
軍
閥

加
担
者
」
的
性
格
の
中
島
派
で
は
、
一
日

に
連
合
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、「
齋
藤
氏

の
本
會
議
場
お
け
る
釈
明
及
び
懲
罰
委
員

會
の
延
期
」
に
は
同
意
出
来
ず
と
意
見
一

致
を
見
た
。
社
会
大
衆
党
は
正
式
の
党
議

決
定
は
見
合
せ
た

36

。

久
次
郎
（
一
八
七
四

－

一
九
四
二
）
と
齋

藤
の
遣
り
取
り
が
可
成
り
具
体
的
に
活
写

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三
月
四

日
に
岡
崎
等
と
の
懇
談
を
終
え
て
自
宅
に

戻
っ
た
齋
藤
か
ら
、
電
話
で
「
自
分
の
進

退
に
つ
い
て
は
約
束
に
よ
つ
て
數
日
來
考

慮
の
結
果
自
發
的
議
員
辭
任
は
し
な
い
こ

と
に
決
意
し
た
か
ら
諒
承
を
乞
ふ
」
と
伝

え
ら
れ
た
岡
崎
は
、「
貴
下
が
豫
て
考
慮

す
る
と
い
は
れ
た
こ
と
は
世
間
は
自
發
的

辭
任
と
考
え
て
ゐ
た
が
貴
下
が
考
慮
の
結

果
左
様
の
決
意
さ
れ
た
の
で
は
最
早
已
む

得
な
い
」
と
答
え
た
後
に
、
会
合
中
の
一

同
に
報
告
す
る
と
、
皆
は
「
事
の
意
外
に

驚
い
た
」。
そ
し
て
、こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

齋
藤
は
自
発
的
辞
意
を
突
如
翻
し
た
の

は
、
単
に
「
考
慮
す
る
」
と
言
っ
た
だ
け

で
「
辭
任
す
る
」
と
言
明
し
た
事
は
な
い

と
称
し
て
い
る
が
、
内
心
は
「
衆
議
院
本

會
議
に
お
い
て
自
由
な
る
釋
明
す
る
こ
と

が
不
可
能
な
情
勢
」
に
な
っ
た
と
看
取
し

た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
点
は
既
述
の
如
く
、
尚
一
層
の
実
証
的

な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
様
な
齋
藤
の
動
き
に
対
す
る
各
会

派
の
反
応
は
、
次
の
様
な
も
の
で
あ
っ

た
。
民
政
党
で
は
早
速
三
月
四
日
午
後
六

時
に
齋
藤
の
「
辞
職
翻
意
に
伴
ふ
善
後
措

置
」
協
議
の
為
、
院
内
外
総
務
と
懲
罰
委

員
と
の
連
合
会
が
開
催
さ
れ
、
齋
藤
の
翻

意
や
行
動
は
「
非
常
識
」
で
、「
公
人
と

し
て
許
さ
れ
な
い
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
、
五
日
に
議
員
総
会
を
開
催
し
て
党
議

決
定
す
る
事
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
同
党
内
部
で
は
「
除
名
の
空
気
」
が

強
ま
っ
て
い
る
模
様
で
あ
っ
た
。
久
原
派

　

こ
の
様
に
、
齋
藤
の
自
発
的
議
員
辞

職
を
繞
っ
て
状
況
が
展
開
し
て
い
る
只

中
で
、
齋
藤
の
「
辞
職
断
念
」
の
表
明

が
知
れ
渡
る
や
、「
事
件
更
に
拡
大
」
し

「
大
事
件
と
為
れ
り
」
と
い
う
事
に
な
る

の
だ
が
、
そ
の
経
緯
も
又
非
常
に
錯
綜

し
て
い
る
。『
斎
藤
隆
夫
日
記
』
三
月
四

日
の
件く

だ
り
に
は
、
次
の
如
く
陳
述
さ
れ
て

い
る

37
。

　
　

三
月
四
日

　

弥
々
最
後
の
日
が
到
来
し
た
。
午
前
九

時
頃
岡
崎
久
次
郎
氏
よ
り
自
動
車
同

氏
宅
に
趣
く
。
十
余
名
の
同
志
あ
り
。

何
れ
も
辞
意
貫
徹
を
勧
む
。
予
は
中

心
応
ぜ
ざ
る
こ
と
に
決
す
。
次
に
他

の
諸
氏
と
も
会
見
す
。
十
一
時
帰
宅
。

山
道
、
紫
安
、
川
崎
克
、
八
並
の
諸

氏
待
て
り
。
予
が
決
意
を
述
べ
て
別

る
。（
中
略
）
二
階
に
て
但
馬
有
志
六
、

七
名
会
見
。
辞
職
断
念
の
意
を
決
す
。

午
后
一
時
過
同
盟
通
信
社
、
俵
、
木
檜
、

小
畑
に
速
達
郵
便
に
て
辞
意
な
く
已

定
方
針
遂
行
の
通
知
を
為
し
、
二
時

発
汽
車
に
投
ず
。（
中
略
）
五
、
十
五

分
熱
海
に
下
車
、富
士
屋
に
投
ず
。（
中

略
）
万
事
終
れ
り
。

　

三
月
四
日
の
齋
藤
の
こ
の
よ
う
な
動

静
は
、翌
五
日
付
各
紙
で
齋
藤
の
「
翻
意
」

と
し
て
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
特

に
三
月
五
日
付
『
讀
賣
新
聞
』
朝
刊

38

で
は
「
齋
藤
氏
、
土
壇
場
で
豹
変　

辞

意
を
翻
し
て
離
京
す
」
と
い
う
見
出
し

の
記
事
で
そ
の
顛
末
が
詳
細
に
報
じ
ら

れ
、
民
政
党
所
属
の
衆
議
院
議
員
岡
崎
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は
「
処
分
問
題
に
関
す
る
態
度
決
定
を
留

保
し
て
ゐ
た
」
が
、
三
月
五
日
か
六
日
午

前
中
に
正
式
に
党
の
態
度
を
決
定
す
る
予

定
の
様
で
あ
り
、
齋
藤
の
辞
職
翻
意
の
行

動
は
同
情
を
得
ら
れ
ず
、「
結
局
は
民
政

黨
同
様
除
名
に
落
着
く
も
の
と
見
ら
れ
て

ゐ
る
」39

。
他
方
、
中
島
派
は
、
懲
罰
委

員
会
で
討
論
採
決
し
て
除
名
は
勿
論
の
事

で
、
そ
れ
に
先
立
ち
中
井
懲
罰
委
員
長
と

民
政
党
懲
罰
委
員
の
重
大
責
任
を
問
う
べ

き
で
あ
る
し
、
小
山
議
長
も
糾
弾
す
べ

き
で
あ
る
と
し
て
い
る

40
。
社
会
大
衆
党
、

時
局
同
志
会
、
第
一
倶
楽
部
等
の
「
小
會

派
」
も
、
齋
藤
の
議
員
辞
職
取
止
め
に
よ

り
更
に
「
強
硬
に
な
り
」、
六
日
の
懲
罰

委
員
会
で
は
除
名
処
分
を
主
張
す
る
模
様

で
あ
る

41

。

　

五
日
午
後
六
時
半
よ
り
民
政
党
の
代
議

士
会
が
開
催
さ
れ
、
多
様
な
意
見
が
出

て
「
さ
な
が
ら
討
論
會
場
」
の
如
き
様
相

を
呈
し
た
が
、
結
局
「
有
罪
」
で
一
致
し

た
も
の
の
、「
罰
の
量
定
、
黨
議
決
定
の

方
法
等
に
つ
い
て
は
議
論
百
出
」
し
、
二

度
の
休
憩
後
に
は
「
代
議
士
間
に
な
ぐ

り
合
ひ
の
興
奮
し
た
場
面
」
も
生
じ
「
大

紛
糾
を
現
出
し
た
」
。
最
終
的
に
は
幹
部

一
任
の
動
議
が
出
さ
れ
、
こ
の
「
動
議
に

反
対
の
者
の
起
立
を
求
め
た
る
處
起
立
少

數
（
十
五
、
六
名
）」
で
、「
動
議
成
立
し

て
齋
藤
氏
の
懲
罰
事
犯
は
挙
げ
て
幹
部
と

懲
罰
委
員
に
一
任
と
決
し
午
後
十
一
時
半

散
會
し
た
」42

。
一
任
さ
れ
た
院
内
外
総

務
と
懲
罰
委
員
は
同
夜
零
時
よ
り
協
議

し
、
そ
こ
で
も
除
名
反
対
論
が
あ
っ
て
紛

糾
し
た
が
、
党
首
脳
部
の
既
定
方
針
通
り

除
名
断
行
と
決
し
た
。
代
議
士
会
の
散
会

後
、
工
藤
鉄
男
・
福
田
関
次
郎
等
の
三
十

余
名
は
集
ま
り
、代
議
士
会
の
決
定
は「
不

法
で
無
効
」
と
し
て
採
決
遣
り
直
し
を
要

求
す
る
事
に
決
し
た
。
し
か
も
、
過
般
以

来
齋
藤
の
友
人
と
し
て
奔
走
し
た
民
政
党

の
議
員
川
崎
克
・
工
藤
鉄
男
等
の
「
五
氏
」

は
小
山
議
長
に
「
請
願
」
を
提
出
し
、「
七

日
本
会
議
に
懲
罰
事
犯
が
上
程
の
際
缼
席

す
る
こ
と
に
な
つ
た
」43

の
が
大
い
に
注

目
さ
れ
る
。

　

三
月
六
日
の
第
十
三
回
懲
罰
委
員
会
は

午
後
二
時
二
十
八
分
か
ら
が
開
催
さ
れ
た

が
44
、
久
原
派
の
態
度
未
決
定
で
同
派
と

委
員
側
の
折
衝
に
手
間
取
り
、
齋
藤
隆

夫
議
員
の
懲
罰
犯
の
討
論
採
決
に
入
れ

６

　

①
の
「
同
交
會
之
記
」
第
一
段
落
第

二
節
末
尾
で
は
、「
三
月
七
日
に
至
り
斉

藤
君
は
同
志
の
健
闘
も
報
ひ
ら
れ
ず
議
員

除
名
の
断
を
下
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ

る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
衆
議
院
本
会

議
に
於
け
る
齋
藤
除
名
決
議47
に
関
す
る

一
次
史
料
に
専
ら
依
拠
し
て
、
こ
の
点
を

ず
、
二
度
の
休
憩
の
後
に
、
午
後
八
時
半

に
な
っ
て
久
原
派
の
意
向
が
除
名
と
決
し

て
、
午
後
「
九
時
二
十
分
星
島
司
法
政
務

次
官
が
こ
の
部
屋
に
黨
議
が
除
名
に
決
定

し
た
の
を
傳
へ
に
來
た
」
の
で
、
久
原
派

の
委
員
も
交
え
て
漸
く
再
開
さ
れ
た
懲
罰

委
員
会
で
齋
藤
隆
夫
の
議
員
除
名
が
可
決

さ
れ
た
が
、「
散
會
」
は
実
に
「
午
後
十

時
二
十
分
」
で
あ
っ
た

45
。

　

三
月
七
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
け

る
「
議
員
齋
藤
隆
夫
君
懲
罰
犯
ノ
件
」
に

関
し
て
は
、「
第
七
十
五
回
帝
國
議
會
衆

議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
一
號
」46

で
は
、

次
の
如
く
、
記
録
さ
れ
て
い
る
。

詳
し
く
考
究
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

衆
議
院
本
会
議
に
於
け
る
齋
藤
除
名
決

議
に
関
す
る
決
定
的
に
重
要
な
一
次
史
料

と
も
言
う
べ
き
④
は
、「
斎
藤
隆
夫
演
説

削
除
問
題
資
料　

３
月
７
日
本
会
議
に
お

け
る
賛
否
投
票
表
」
と
い
う
表
題
で
国
立

国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
大
木
操

関
係
文
書
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
で

あ
る
。
こ
の
表
題
で
収
録
さ
れ
て
い
る
の

は
、
齋
藤
除
名
決
議
の
際
の
衆
議
院
書
記

官
長
大
木
操
に
よ
る
メ
モ
三
枚
と
「
投
票

者
氏
名
表
」（
手
書
き
書
き
込
み
有
）
二

枚
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
史
料
の
内
容
を
理
解
す
る
た

め
に
、
簡
単
に
当
時
の
政
友
会
の
実
情
を

瞥
見
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
昭
和
十
二

年
二
月
に
、
第
十
九
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
落
選
し
た
鈴
木
喜
三
郎
（
一
八
六
七

－

一
九
四
〇
）
総
裁
が
引
退
し
、
政
友
会

は
鳩
山
一
郎
・
前
田
米
蔵
（
一
八
八
二

－

一
九
五
九
）・
島
田
俊
夫
（
一
八
七
七

－

一
九
四
七
）・
中
島
知
久
平
（
一
八
八
四

－

一
九
四
九
）
の
四
名
の
「
総
裁
代
行

委
員
」
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
る
事
に
な
っ
た
が
、

議
会
制
民
主
主
義
政
治

の
擁
護
を
標
榜
す
る
鳩

山
派
と
「
軍
閥
加
担
者
」

的
性
格
の
中
島
派
は
同

党
内
に
於
い
て
厳
し
く

対
立
す
る
よ
う
に
な
り
、

昭
和
十
四
年
四
月
三
十

日
に
中
島
派
は
臨
時
党

大
会
を
強
引
に
開
催
し

て
、
中
島
知
久
平
を
総

裁
に
選
出
し
た

48

。
一

方
、
鳩
山
派
は
他
の
反
中
島
派
と
提
携

し
、
同
年
五
月
二
十
日
に
臨
時
党
大
会
を

催
し
て
久
原
房
之
助
（
一
八
六
九

－

一
九

六
五
）
を
総
裁
に
選
出
し
た

49
。
こ
こ
に

政
友
会
は
決
定
的
に
分
裂
し
、
中
島
派
は

「
政
友
會
中
島
派
」（
或
い
は
政
友
會
革
新

派
）、
久
山
派
は
「
政
友
會
久
原
派
」（
或

い
は
政
友
會
正
統
派
）
と
称
さ
れ
る
事
に

　
　

○
議
長
（
小
山
松
壽
君
）（
中
略
）
日
程
第
一
、
議
員
齋
藤
隆
夫
君
懲
罰
犯
ノ
件
ヲ
議
題
ト
致
シ
マ
ス
、

　

懲
罰
事
犯
ノ
議
事
ハ
秘
密
会
議
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
傍
聴
人
ノ
退
場
ヲ
命
ジ
マ
ス

　
　

第
一　

議
員
齋
藤
隆
夫
懲
罰
犯
ノ
件

　
　

 

（
午
後
五
時
三
十
一
分
秘
密
會
ニ
入
ル
）

　
　

 

（
午
後
六
時
十
二
分
秘
密
會
ヲ
終
ル
）

　
　

○
議
長
（
小
山
松
壽
君
）
是
ヨ
リ
會
議
ハ
公
開
致
シ
マ
ス
、
傍
聴
人
ヲ
入
場
セ
シ
メ
マ
ス

−

秘
密
會
議
ノ

　

結
果
ヲ
報
告
致
シ
マ
ス
、
秘
密
會
議
ニ
於
テ
議
員
齋
藤
隆
夫
君
懲
罰
犯
ノ
件
ヲ
議
決
致
シ
マ
シ
タ
、
仍
テ

　

其
ノ
議
決
ニ
基
キ
宣
告
致
シ
マ
ス

　
　

議
員
齋
藤
隆
夫
君
ニ
對
シ
議
院
法
第
九
十
六
條
第
一
項
第
一
號
ニ
依
リ
除
名
ス
（
拍
手
）
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東
」
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

　

三
枚
目
の
メ
モ
は
、「
投
票
者
数　

三

〇
三
人
」
の
「
賛
成
者
」「
反
対
者
」、「
缼

席
者
」
の
各
党
や
各
会
派
毎
の
数
が
纏
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
翻
刻
し
て
示
す

と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

な
っ
た

50
。

　

一
枚
目
の
メ
モ
に
記
さ
れ
て
い
る
事

を
、
簡
明
に
述
べ
れ
ば
、
大
略
次
の
如

く
で
あ
る
。
即
ち
、
齋
藤
隆
夫
の
議
員

除
籍
に
対
す
る
衆
議
院
で
の
「
投
票
總

数
」
は
三
〇
三
、
賛
成
は
二
九
六
、
反
対

は
七
、
欠
席
（
棄
権
）
は
一
四
四
で
あ
り
、

会
派
毎
の
内
訳
は
民
政
党
の
賛
成
は
一
〇

一
、
棄
権
は
六
九
、
中
島
派
の
賛
成
は
八

一
、
棄
権
は
一
六
、
久
原
派
の
賛
成
は
三

九
、
反
対
は
五
、
棄
権
は
二
七
、「
政
無
」

即
ち
政
友
会
無
派
閥
（
中
立
派
）
の
賛
成

は
六
、
棄
権
は
四
、
社
会
大
衆
党
の
賛
成

は
二
三
、
棄
権
は
一
一
（
そ
の
内
、
病

欠
一
）、
時
局
同
志
会
の
賛
成
は
二
十
五
、

棄
権
は
五
、
第
一
議
員
倶
楽
部
の
賛
成
は

十
九
、
反
対
一
、
棄
権
は
五
、
無
所
属
の

賛
成
は
二
、
反
対
は
一
、
棄
権
は
六
（
議

長
を
入
れ
て
七
）
で
、
欠
員
が
一
九
と
い

う
事
で
あ
ろ
う
。

　

二
枚
目
の
メ
モ
は
、「
斉
藤
除
名
採
決

　

」
と
い
う
表
題
が
記
さ
れ
、
右
半

分
に
「
欠
席
投
票
せ
ざ
る
者
」
総
数
一
四

四
名
の
各
会
派
毎
の
内
訳
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
世
耕
弘
一
先
生
所
属
の
久
原
派
の

場
合
は
二
七
名
中
病
欠
は
零
名
、
不
登
院

は
一
名
、
登
院
不
投
票
は
二
六
名
と
さ

れ
て
い
る
。
左
半
分
は
各
会
派
毎
の
「
主

な
る
欠
席
者
」
の
氏
名
が
列
記
さ
れ
て
お

り
、
久
原
派
の
場
合
は
「
安
藤
正
純
、
植

原
悦
二
郎
、
大
野
伴
睦
、
河
野
一
郎
、
砂

田
重
政
、
鳩
山
一
郎
、
林
譲
治
、
三
土
忠

造
、若
宮
貞
夫
」と
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、

民
政
党
の
「
主
な
る
欠
席
者
」
と
し
て
は
、

「
川
崎
克
、
勝
田
永
吉
、
北
昤
吉
、
田
中

万
逸
、
古
屋
慶
隆
、
松
田
竹
千
代
、
松
永

　

一
枚
目
の
「
投
票
者
氏
名
表
」
は
「
立

憲
民
政
黨
」、「
立
憲
政
友
會
（
中
島
派
）」、

「
立
憲
政
友
會
（
久
原
派
）」、「
社
会
大
衆

黨
」、「
時
局
同
志
會
」、「
第
一
倶
楽
部
」、

「
立
憲
政
友
會
（
中
立
派
）」、「
無
所
属
」

の
順
で
、
所
属
議
員
名
が
夫
々
五
十
音
順

に
印
刷
さ
れ
、「
〇
印　

賛
成
者
」「
反　

反
対
者
」「
無
印　

缼
席
者
」
と
手
書
き

さ
れ
、
賛
成
者
に
「
〇
」、
反
対
者
に
「

」

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

二
枚
目
の
「
投
票
者
氏
名
表　

計
四
四

七
名
」
は
、一
枚
目
の
「
投
票
者
氏
名
表
」

と
同
じ
印
刷
物
で
、「
昭
和
十
五
年
三
月

七
日
（
本
会
議
）」
と
表
題
が
手
書
き
で

明
記
さ
れ
、
一
枚
目
同
様
に
賛
成
者
に

「
〇
」、
反
対
者
に
「

」
が
付
け
ら
れ
て

お
り
、
従
っ
て
こ
の
表
で
も
無
印
は
「
缼

席
者
」
と
な
る
。
世
耕
弘
一
先
生
所
属
の

久
原
派
（
七
十
一
人
）
の
場
合
は
、
三
九

名
に
「
〇
」
が
、
五
名
に
「

」
が
付
け

ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
無
印
は
二
七
名
と

な
っ
て
い
る
。「
立
憲
政
友
會
久
原
派
」（
写

真
４
）
の
無
印
の
「
缼
席
者
」、
即
ち
棄

権
者
は
、
安
藤
正
純
・
板
谷
順
助
・
猪
野

毛
利
榮
・
石
坂
豊
一
・
植
原
悦
二
郎
・
大

石
倫
治
・
大
野
伴
睦
・
小
串
清
一
・
河
野

一
郎
・
坂
田
道
男
・
鹽
川
正
蔵
・
砂
田
重

政
・
世
耕
弘
一
・
立
川
平
・
田
中
亮
一
・

田
中
好
・
鳩
山
一
郎
・
服
部
岩
吉
・
原
口

初
太
郎
・
林
譲
治
・
箸
本
末
吉
・
深
澤
豊

太
郎
・
三
善
信
房
・
三
土
忠
造
・
森
幸
太

郎
・
森
田
福
市
・
若
宮
貞
夫
の
各
議
員
で

あ
り
、「

」
の
者
、
即
ち
反
対
者
は
芦
田

均
・
名
川
侃
市
・
丸
山
辯
三
郎
・
牧
野
良

三
・
宮
脇
長
吉
の
各
議
員
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
改
め
て
深
く
探
究
す
る
必
要
が

あ
る
の
は
、
久
原
派
は
何
故
に
本
会
議
に

於
て
「
斉
藤
除
名
採
決
」
に
際
し
て
か
く

も
深
刻
に
分
裂
し
た
理
由
で
あ
る
。「
齋

藤
問
題
」
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、

　

投
票
者
数　

三
〇
三
人

　
　

賛
成
者　
　

二
九
六
人

　
　
　
　

民
政
党　
　
　

一
〇
一
人

　
　
　
　

政
友
（
革
）　
　

八
一
人

　
　
　
　

政
友
（
久
）　
　

三
九
人

　
　
　
　

政
友
（
中
）　
　
　

六
人

　
　
　
　

社　

大　
　
　
　

二
三
人

　
　
　
　

時　

局　
　
　
　

二
五
人

　
　
　
　

第　

一　
　
　
　

一
九
人

　
　
　
　

無
所
属　
　
　
　
　

二
人

　
　

反
対
者　
　
　
　

七
人

　
　
　
　

政
友
（
久
）　　
　

五
人

　
　
　
　

第　

一　
　
　
　
　

一
人

　
　
　
　

無
所
属　
　
　
　
　

一
人

（
外
に
議
長
）　　
　
　

四

　
　

缼
席
者　
　

一
四
三
人

　
　
　
　

民
政
党　
　
　
　

六
九
人

　
　
　
　

政
友
（
革
）　
　

一
六
人

　
　
　
　

政
友
（
久
）　
　

二
七
人

　
　
　
　

政
友
（
中
）　
　
　

四
人

　
　
　
　

社　

大　
　
　
　

一
一
人

　
　
　
　

時　

局　
　
　
　
　

五
人

　
　
　
　

第　

一　
　
　
　
　

五
人

　
　
　
　

無
所
属　
　
　
　
　

六
人

　
　

總
員　

四
四
七
人　

外
に
欠
員
一
九
人

写真4　「投票者氏名表　計四四七名」の「立憲政友會久原派」の冒頭部分。国立国会図書館憲政資料室所蔵「大木操関係文書」
の「斎藤隆夫演説削除問題資料　3月7日本会議における賛否投票表」収録史料から抜粋したものである。二七番目に世耕弘
一先生の名前が認められる。
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等
の
戦
略
に
対
抗
す
る
と
い
う
事
な
の
で

あ
ろ
う
。

　

翌
六
日
午
前
九
時
半
よ
り
「
常
時
顧
問

會
」
が
開
催
さ
れ
、
久
原
総
裁
よ
り
各
常

時
顧
問
の
意
見
を
徴
し
た
と
こ
ろ
、
大
口

喜
六
（
一
八
七
〇

－

一
九
五
七
）
は
総
裁

一
任
を
主
張
し
た
が
、
齋
藤
の
除
名
に
絶

対
反
対
の
三
土
忠
造
（
一
八
七
一

－

一
九

四
八
）
は
一
任
説
に
反
対
し
、
松
野
は
前

者
の
説
を
支
持
し
、鳩
山
・
吉
澤
兼
吉
（
一

八
七
四

－

一
九
六
五
）・
川
村
竹
治
（
一

八
七
一

－

一
九
五
五
）
は
後
者
の
説
に
賛

成
し
、「
常
時
顧
問
會
」
で
は
二
対
四
で

意
見
が
一
致
し
な
い
の
で
、
午
前
十
一
時

に
「
總
務
會
」
の
意
見
を
徴
し
た
。「
總

務
會
」
の
十
八
名
中
の
十
五
名
は
「
齋
藤

氏
の
演
説
そ
の
も
の
は
除
名
に
値
せ
ず
」

と
し
た
が
、
そ
こ
で
も
意
見
は
一
致
し
な

か
っ
た
。
午
前
十
一
時
開
催
予
定
の
代
議

士
会
は
午
後
六
時
よ
り
開
催
さ
れ
、
更
に

論
議
が
続
い
た

52
。

　

懲
罰
委
員
会
が
断
続
的
に
開
か
れ
て
い

る
情
勢
で
、
久
原
派
の
代
議
士
会
で
は
漸

く
午
後
八
時
過
ぎ
「
大
勢
が
總
裁
一
任
に

傾
き
、
總
裁
一
任
の
動
議
が
提
出
さ
れ

た
」
。
採
決
直
前
に
久
原
総
裁
の
「
齋
藤

君
の
懲
罰
問
題
に
關
し
て
は
總
裁
に
於
て

除
名
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
た
」
旨
の

裁
断
が
岡
田
忠
彦
幹
事
長
よ
り
報
告
さ
れ

た
。
更
に
岡
田
幹
事
長
が
「
各
位
の
中
に

は
適
當
の
措
置
の
止
む
な
き
場
合
も
あ
る

と
思
ふ
」
と
述
べ
て
「
暗
に
缼
席
者
の
出

る
の
は
止
む
を
得
ぬ
」
旨
付
け
加
え
た
。

「
満
場
一
致
こ
れ
を
承
認
」
し
て
、「
久
原

派
の
黨
議
は
除
名
と
決
定
」
し
午
後
九
時

散
会
し
た

53

三
月
五
日
夜
の
松
野
鶴
平
（
一
八
八
三

－

一
九
六
二
）・
鳩
山
一
郎
の
会
見
、
同
夜

の
松
野
鶴
平
・
岡
田
忠
彦
（
一
八
七
八

－

一
九
五
八
）・
鈴
木
英
雄
（
一
八
七
七

－

一
九
六
二
）・
植
原
悦
二
郎
（
一
八
七
七

－

一
九
六
二
）・
西
村
茂
生
（
一
八
八
五

－

一
九
六
六
）・
世
耕
弘
一
の
会
見
で
、「
民

政
黨
の
態
度
が
既
に
決
定
し
た
以
上
、
黨

と
し
て
は
總
裁
の
裁
断
で
除
名
の
態
度
を

決
定
し
、
若
宮
、
芦
田
、
牧
野
氏
の
如
く

種
々
の
行
き
掛
り
等
で
苦
境
に
立
つ
も
の

は
缼
席
す
る
も
止
む
得
ぬ
が
黨
は
割
る

ま
い
」51

と
い
う
戦
略
が
練
ら
れ
て
い
て
、

こ
れ
は
刮
目
に
値
す
る
。
既
に
詳
し
く
考

察
し
た
通
り
、
齋
藤
問
題
で
は
久
原
派

は
、
基
本
的
に
は
、
民
政
党
に
対
し
て
融

和
的
で
理
解
あ
る
態
度
を
と
り
、
共
に
党

勢
を
保
持
す
る
の
を
志
向
し
て
き
た
と
、

想
わ
れ
る
。
詰
り
、①
の
『
同
交
會
之
記
』

の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
我
か
憲
法
上
議

會
に
於
け
る
言
論
の
保
證
、
自
由
を
主
張

し
且
つ
斉
藤
君
の
処
論
は
一
般
国
民
の
輿

論
に
し
て
敢
て
反
軍
的
論
議
と
し
て
断
す

べ
き
に
あ
ら
ざ
る
旨
を
説
き
反
對
運
動
を

な
し
」
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
軍
部

の
圧
力
を
背
景
に
強
硬
論
を
振
翳
し
て
政

党
を
分
裂
せ
し
め
、
新
た
な
展
開
を
志
向

す
る
「
軍
閥
加
担
者
」
的
性
格
の
中
島
派

等
の
戦
略
に
対
抗
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た

と
、
言
え
よ
う
。
だ
が
、
齋
藤
自
身
が
敢

え
て
「
議
員
除
名
」
の
途
を
選
び
、
従
っ

て
「
議
員
除
名
」
に
「
民
政
黨
の
態
度
が

既
に
決
定
し
た
以
上
」、
久
原
派
も
「
總

裁
の
裁
断
で
除
名
の
態
度
を
決
定
」
し
て

「
黨
は
割
る
ま
い
」、
即
ち
党
勢
を
維
持
し

て
、「
軍
閥
加
担
者
」
的
性
格
の
中
島
派

　

そ
の
結
果
、
世
耕
弘
一
先
生
を
含
め
た

久
原
派
の
二
七
名
は
決
議
の
際
に
本
会
議

に
は
欠
席
し
た
、
即
ち
棄
権
と
い
う
形
で

除
名
反
対
を
表
し
た
の
で
あ
り
（
そ
の

中
の
十
四
名

54

は
後
に
同
交
会
に
参
加
）、

「
我
か
憲
法
上
議
會
に
於
け
る
言
論
の
保

證
、
自
由
を
主
張
し
」
つ
つ
、
先
生
が
参

画
し
て
練
り
上
げ
た
「
黨
は
割
る
ま
い
」

と
い
う
戦
略
目
的
を
飽
く
ま
で
追
い
求
め

た
結
果
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
久
原
派
の
党
議
に
反
し
て
、
芦
田
均
、

名
川
侃
市
、
丸
山
辯
三
郎
、
牧
野
良
三
、

宮
脇
長
吉
は
反
対
票
を
投
じ
て
お
り
（
牧

野
良
三
以
外
の
こ
の
四
名
は
後
に
同
交
会

に
参
加
）、
そ
れ
は
必
然
的
に
、
こ
の
後
、

久
原
派
内
で
問
題
と
さ
れ
て
、
一
波
乱
起

こ
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
割
愛
す
る
。

　

民
政
党
も
割
合
的
に
は
久
原
派
に
及
ば

な
い
が
、
数
と
し
て
は
多
い
六
九
名
も
こ

の
時
に
棄
権
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
民
政
党
に
属
し
、
後
に
同
交
会
に
参

加
し
た
川
崎
克
、
工
藤
鐵
男
、
木
檜
三
四

郎
、
坂
東
幸
太
郎
、
福
田
関
次
郎
、
本
田

彌
市
郎
、
百
瀬
渡
は
棄
権
し
、
北
昤
吉
、

牧
山
耕
蔵
は
病
欠
で
あ
り
、
岡
崎
久
次
郎

は
民
政
党
を
脱
退
し
て
無
所
属
と
な
り
、

反
対
票
を
投
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ

は
先
に
触
れ
た
三
月
五
日
の
同
党
の
代
議

士
会
に
於
け
る
強
引
な
党
議
決
定
の
仕
方

に
由
来
す
る
事
は
謂
う
を
俟
た
な
い
。

　

又
、
社
會
大
衆
党
に
属
し
、
後
に
同
交

会
に
参
加
し
た
岡
崎
憲
、
鈴
木
文
治
、
片

山
哲
も
棄
権
し
て
い
る
。
第
一
議
員
倶
楽

部
に
属
し
、
後
に
同
交
会
に
参
加
し
た
尾

崎
行
雄
、
田
川
大
吉
郎
も
棄
権
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
同
交
会
に
参
加
し
た
の
は
、

衆
議
院
本
会
議
で
斉
藤
隆
夫
の
議
員
除
名

に
対
す
る
決
議
で
賛
成
し
た
民
政
党
の
一

松
定
吉
、
久
原
派
の
星
島
二
郎
、
松
尾
孝

之
、
松
木
弘
を
除
け
ば
、
会
派
を
超
え
て

こ
の
時
に
棄
権
・
反
対
し
た
議
員
だ
っ
た

と
い
う
事
に
も
な
る
。

　

こ
う
し
た
事
実
こ
そ
は
、
世
耕
弘
一
先

生
が
①
の
「
同
交
會
之
記
」
に
於
て
齋
藤

隆
夫
除
名
問
題
か
ら
筆
を
起
さ
れ
た
所
以

な
の
で
あ
ろ
う
。

注

１　

楠
精
一
郎
『
大
政
翼
賛
会
に
抗
し
た

40
人　
自
民
党
源
流
の
代
議
士
た
ち
』（
朝

日
新
聞
社　

平
成
十
八
年
）
は
数
少
な

い
同
交
会
に
つ
い
て
の
好
著
で
は
あ
る

が
、
一
次
史
料
を
充
分
に
踏
ま
え
た
学

術
研
究
書
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も

の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
因
み

に
、
同
交
会
と
い
う
名
称
を
執
る
衆
議

院
の
会
派
は
二
回
現
れ
て
お
り
、
最
初

の
も
の
は
大
正
十
五
年
に
、
そ
し
て
次

の
も
の
は
昭
和
十
六
年
に
結
成
さ
れ
て

お
り
、
何
れ
も
鳩
山
一
郎
が
関
与
し
て

い
る
。

２　
『
官
報　
昭
和
十
五
年
三
月
八
日

第
三
千
九
百
五
十
號

』
。
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲

覧
し
て
利
用
し
た
。

３　

昭
和
二
一
年
五
月
五
日
付
『
毎
日
新

聞
』
朝
刊
。「
毎
索
」
で
閲
覧
し
て
利

用
し
た
。

４　
『
官
報　
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
日

第
六
千
三
十
八
號
月
曜
日

』
。
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

閲
覧
し
て
利
用
し
た
。

５　

鳩
山
会
館
所
蔵
「
鳩
山
一
郎
関
係
文

書
」B-I-2 

鳩
山
一
郎
公
職
追
放
解
除
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百
年
史　

院
内
会
派
編　

衆
議
院
の

部
』（
平
成
二
年
）
四
三
七
頁
。

16　

昭
和
十
五
年
二
月
四
日
付
『
京東

朝
日
新

聞
』
朝
刊
。『
官
報　

號
外　

昭
和
十
五

年
二
月
四
日
』
収
録
「
〇
第
七
十
五
回

帝
國
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
六
號
」

四
六
頁
。
こ
の
時
期
の
『
官
報　

號
外
』

は
、
国
立
国
会
図
書
館
「
帝
国
議
会
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
閲
覧
し
て
利

用
し
た
。
以
後
同
じ
で
あ
る
。

17　

昭
和
十
五
年
二
月
四
日
付
『
讀
賣
新

聞
』
朝
刊
。『
讀
賣
新
聞
』
朝
刊
は
「
ヨ

ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
で
閲
覧
し
て
利
用
し

た
。『
讀
賣
新
聞
』
に
つ
い
て
は
、
以

後
同
じ
で
あ
る
。
引
用
し
た
記
事
に
付

さ
れ
た
振
り
仮
名
、
便
宜
上
割
愛
し
た
。

　
『
官
報　

號
外　

昭
和
十
五
年
二
月
四

日
』
収
録
「
〇
第
七
十
五
回
帝
國
議
会

衆
議
院
議
事
速
記
録
第
六
號
」
四
六
頁
。

18　

昭
和
十
五
年
二
月
四
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
夕
刊
。

19　
「
第
七
十
五
回
帝
國
議
會

衆 　
　
　

議　
　

 　

院 
委
員
會
議
錄
目
次
」
。

国
立
国
会
図
書
館
「
帝
国
議
会
会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
閲
覧
し
て
利
用
し

た
。

20　

昭
和
十
五
年
二
月
十
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

21　

昭
和
十
五
年
二
月
十
五
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

22　
「
第
七
十
五
回
帝
國
議
會

衆 　
　
　

議　
　

 　

院 

懲
罰
委
員
會
議
錄

（
速
記
）
第
九
回
」
。
国
立
国
会
図
書

館「
帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」

で
閲
覧
し
て
利
用
し
た
。
以
後
同
じ
で

あ
る
。

23　
『
斎
藤
隆
夫
日
記　

下
』
三
五
六
頁
。

24　

齋
藤
隆
夫
『
回
顧
七
十
年
』（
中
央

訴
願
関
係 2-010

。

６　

鳩
山
会
館
所
蔵
「
鳩
山
一
郎
関
係
文

書
」B-I-2 

鳩
山
一
郎
公
職
追
放
解
除

訴
願
関
係 2-024

。

７　

松
本
健
一
『
評
伝　

斎
藤
隆
夫
』（
東

洋
経
済
新
報
社　

平
成
十
四
年
）、
草

柳
大
蔵
『
齋
藤
隆
夫
か
く
戦
え
り
』（
グ

ラ
フ
社　

平
成
十
八
年
）
。

８　

昭
和
十
五
年
二
月
三
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。『
京東

朝
日
新
聞
』
は
、
朝

日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵
Ⅱ

ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
で
閲
覧
し
て
利
用
し

た
。『
京東

朝
日
新
聞
』
に
つ
い
て
は
、
以

後
同
じ
で
あ
る
。
引
用
し
た
記
事
に
付

さ
れ
た
振
り
仮
名
、
便
宜
上
割
愛
し
た
。

９　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所

蔵
「
大
木
操
関
係
文
書
」
分
類
番
号

45-5

収
録
「
斎
藤
隆
夫
演
説
削
除
問
題

資
料　

斎
藤
演
説
削
除
部
分
」
四

−

五
頁
。
齋
藤
の
演
説
で
は
な
く
て
、
他

の
議
員
の
「
野
次
」
及
び
こ
れ
を
制

止
す
る
議
長
の
発
言
の
部
分
は
中
略

と
し
て
省
い
て
い
る
。

10　

昭
和
十
五
年
二
月
三
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

11　

昭
和
十
五
年
二
月
三
日
付
『『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

12　

昭
和
十
五
年
二
月
三
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

13　

昭
和
十
五
年
二
月
三
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

14　

伊
藤
隆
編
『
斎
藤
隆
夫
日
記　

下
』

（
中
央
公
論
社　

平
成
二
一
年
）
三
五

二
頁
。
本
書
は
、
以
後
『
斎
藤
隆
夫
日

記　

下
』
と
略
記
す
る
。

15　

衆
議
院
・
参
議
院
編
集
『
議
会
制
度

公
論
社　

平
成
二
十
六
年
）
一
四
一

頁
。
本
書
は
、
以
後
『
回
顧
七
十
年
』

と
略
記
す
る
。

25　

昭
和
十
五
年
二
月
二
五
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

26　

昭
和
十
五
年
二
月
二
五
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

27　

昭
和
十
五
年
二
月
二
七
日
付
『
京東

朝

日
新
聞
』
朝
刊
。

28　
『
回
顧
七
十
年
』
一
四
二
頁
。

29　
『
斎
藤
隆
夫
日
記　

下
』
三
五
七
頁
。

30　

昭
和
十
五
年
三
月
二
日
付
『
讀
賣
新

聞
』
夕
刊
。

31　
「
第
七
十
五
回
帝
國
議
會

衆 　
　
　

議　
　

 　

院 

懲
罰
委
員
會
議
錄

（
速
記
）
第
十
二
回
」
。
昭
和
十
五
年

三
月
三
日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
朝
刊

32　

M
ax W

eber,W
irtschaft und 

Gesellschaft ,T
übingen 1922,S.1 ff.

33　

昭
和
十
五
年
三
月
一
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
及
び
昭
和
十
五
年
三
月
一

日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
夕
刊
。

34　

昭
和
十
五
年
三
月
一
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
及
び
昭
和
十
五
年
三
月
一

日
付
『
京東

朝
日
新
聞
』
夕
刊
。

35　

昭
和
十
五
年
三
月
二
日
付
『
京東

朝
日

日
新
聞
』
夕
刊
。

36　

昭
和
十
五
年
三
月
二
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
夕
刊
。

37　
『
斎
藤
隆
夫
日
記　

下
』
三
五
七

－

三
五
八
頁
。

38　

昭
和
十
五
年
三
月
五
日
付
『
讀
賣
新

聞
』
朝
刊
。

39　

昭
和
十
五
年
三
月
五
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

40　

昭
和
十
五
年
三
月
五
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

41　

昭
和
十
五
年
三
月
五
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

42　

昭
和
十
五
年
三
月
六
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

43　

昭
和
十
五
年
三
月
六
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

44　
「
第
七
十
五
回
帝
國
議
會

衆 　
　
　

議　
　

 　

院 

懲
罰
委
員
會
議
錄

（
速
記
）
第
十
三
回
」
。

45　
「
第
七
十
五
回
帝
國
議
會

衆 　
　
　

議　
　

 　

院 

懲
罰
委
員
會
議
錄

（
速
記
）
第
十
三
回
」
。
昭
和
十
五
年

三
月
七
日
『
京東

朝
日
新
聞
』
朝
刊
。

46　
『
官
報　

號
外　

昭
和
十
五
年
三
月

八
日
』
。
五
〇
六
頁
。
国
立
国
会
図
書

館「
帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」

で
閲
覧
し
て
利
用
し
た
。

47　

伊
藤
隆
『
大
政
翼
賛
会
へ
の
道　

近

衛
新
体
制
』（
講
談
社　

平
成
二
七
年
）

一
〇
六
頁
で
は
、
棄
権
又
は
欠
席
と
い

う
形
で
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
者
は

少
な
く
な
く
、
民
政
党
の
一
部
と
政
友

会
久
原
派
の
鳩
山
グ
ル
ー
プ
と
社
会
大

衆
党
の
一
部
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

粟
屋
憲
太
郎
『
昭
和
の
政
党
』（
岩
波

書
店　

平
成
十
九
年
）
三
六
九

−

三
七

七
頁
で
は
、
簡
単
な
が
ら
「
斎
藤
隆
夫

除
名
問
題
」
が
大
局
的
に
把
握
さ
れ
て

い
る
。

48　

粟
屋
憲
太
郎
『
昭
和
の
政
党
』（
岩

波
書
店　

平
成
十
九
年
）
三
六
七

－

三

六
八
頁
。

49　

粟
屋
前
掲
書
三
六
八
頁
。

50　

粟
屋
前
掲
書
三
六
八
頁
。

51　

昭
和
十
五
年
三
月
七
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

52　

昭
和
十
五
年
三
月
七
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。
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53　

昭
和
十
五
年
三
月
七
日
付
『
京東

朝
日

新
聞
』
朝
刊
。

54　

安
藤
正
純
・
石
坂
豊
一
・
板
谷
順
助
・

植
原
悦
二
郎
・
大
石
倫
治
・
大
野
伴
睦
・

世
耕
弘
一
・
田
中
亮
一
・
鳩
山
一
郎
・

服
部
岩
吉
・
林
譲
治
・
原
口
初
太
郎
・

森
幸
太
郎
・
若
宮
貞
夫
の
十
四
名
で
あ

る
。
奥
健
太
郎
『
昭
和
戦
前
期
の
立
憲

政
友
会
の
研
究

－

党
内
派
閥
の
分
析
を

中
心
に
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
株

式
會
社　

平
成
十
六
年
）
一
七
八
頁
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
斎
藤
演
説
問
題
に

対
す
る
態
度
（
政
友
会
久
原
派
）」
と

題
す
る
表
で
は
「
世
耕
弘
一
」
の
欄
に

は
「
同
」
の
文
字
が
記
入
さ
れ
て
い
な

い
、
詰
り
同
交
会
加
入
に
な
っ
て
い
な

い
。
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。

追
記

　

本
稿
で
は
近
畿
大
学
関
係
者
の
み
は

「
先
生
」
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
人
士

に
つ
い
て
は
敬
称
を
省
い
て
い
る
の
で
、

こ
の
点
は
諒
と
さ
れ
た
い
。

　

原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
引
用
史
料
の
表

現
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。

　

重
要
な
史
料
を
開
示
・
提
供
頂
い
た
鳩

山
会
館
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
重
な
助
言
を
与
え
て
下
さ
れ
た
伊
藤

隆
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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平成21年度（9月開設）　1,951人
平成22年度　　　　  　2,446人
平成23年度　　　 　 　2,579人
平成24年度　　　 　 　2,971人
平成25年度　　　 　 　4,172人
平成26年度　　　 　 　3,488人
平成27年度　　　 　 　3,667人
平成28年度　　　　  　2,009人

平成29年度　　　 　 　2,369人
平成30年度　　　 　 　2,445人
令和元（平成31）年度  　1,944人
令和２年度※1　　　　　 57人

  
総入館者数  　　  　  30,098人

※1令和２年（2020年）9月末現在

不倒館入館者数

　

建
学
史
料
室
か
ら
の
お
願
い

▼
史
資
料
提
供
の
お
願
い

　

世
耕
弘
一
先
生
、
政
隆
先
生
、
弘
昭
先

生
ご
生
前
の
関
係
史
資
料
（
出
版
物
、
書
簡
、

写
真
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
、
そ
の
他

何
で
も
結
構
で
す
）
を
、
現
在
も
お
手
元

に
保
管
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
そ
の
関
係

史
資
料
の
ご
寄
贈
又
は
複
製
で
の
ご
提
供

を
賜
り
た
く
、
当
史
料
室
で
は
広
く
皆
様

方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
学
史
料
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
日
・
お
問
い
合
わ
せ

　

不
倒
館
の
開
館
日
・
時
間
は
、
近
畿
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
不
倒
館

−

創
設
者
世

耕
弘
一
記
念
室

−

」
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

近
畿
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
で
「
不
倒
館
」
と
入
力
し
、
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
開
館
日
以
外
の
見
学
ご
希
望
に

つ
い
て
は
、
建
学
史
料
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ご
意
見
ご
感
想

　

本
誌
や
不
倒
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ご

感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
本
誌
な
ど
の
編
集
に
役
立
て

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
ち
ら

か
ら
お
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
や
、
広
報
誌
の
中
で
お
名
前
と
と
も

に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


